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公
土
木
（
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重
く
窪
×
娼
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膏
ω
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損
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一
章
公
土
木
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物
）
責
任
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体
系
的
位
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

　
　
一
　
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
行
政
上
の
賠
償
責
任
法
理
の
展
開
。

説
ω
　
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
行
政
作
用
を
権
威
行
為
（
Ω
の
O
酔
①
　
畠
、
鋤
d
轟
O
円
一
酔
ひ
）
と
管
理
行
為
　
（
9
。
9
Φ
傷
①
σ
q
①
ω
岳
。
旨
）
と
に
分

　
　
　
　
エ
　

論
　
類
し
、
判
裁
管
轄
に
つ
い
て
、
後
者
に
関
す
る
事
件
は
司
法
裁
判
所
に
属
せ
し
め
、
前
者
に
つ
い
て
は
行
政
権
限
の
み
を
認
め
る
こ
と
と
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論説

し
、
そ
の
結
果
、
私
人
が
行
政
作
用
に
よ
り
揖
害
を
う
け
た
場
合
、
管
理
行
為
に
よ
る
擾
害
で
あ
れ
ば
民
法
の
不
法
行
為
の
規
定
に
よ
り

賠
償
を
請
求
で
き
る
け
れ
ど
も
、
加
害
行
為
が
権
威
行
為
で
あ
れ
ば
そ
の
救
済
が
否
定
さ
れ
る
と
い
う
見
解
が
一
般
に
支
配
し
て
い
た
。

す
な
わ
ち
、
国
が
私
人
と
同
等
の
立
場
で
行
う
管
理
行
為
は
、
民
法
の
適
用
を
う
け
る
け
れ
ど
も
、
公
権
力
の
発
動
と
し
て
行
っ
た
行
為

は
性
質
上
、
民
法
の
適
用
か
ら
除
外
さ
れ
、
そ
の
う
え
、
こ
の
種
の
行
為
よ
り
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
主
権
無
責
任
の
法

理
に
よ
り
、
国
家
責
任
が
成
立
す
る
余
地
の
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
第
三
共
和
制
の
成
立
と
前
後
し
て
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
、
一
方
で
は
行
政
権
限
の
範
囲
を
定
め
る

基
準
と
し
て
、
従
来
の
権
威
行
為
の
観
念
に
代
っ
て
公
役
務
の
観
念
が
有
力
に
な
る
と
共
に
、
他
方
、
国
家
責
任
の
法
理
に
お
い
て
は
、

主
権
の
無
責
任
と
い
う
原
則
が
後
退
し
て
、
行
政
上
の
賠
償
責
任
が
次
第
に
み
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

②
　
一
八
七
三
年
の
権
限
裁
判
所
ブ
ラ
ン
コ
事
件
判
決
は
、
　
公
役
務
の
観
念
に
よ
る
行
政
権
限
の
確
定
に
つ
い
て
の
指
導
的
判
例
と
し

て
、
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
が
、
同
判
決
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
判
示
す
る
。

「
国
が
公
役
務
に
お
い
て
使
用
す
る
者
の
所
為
に
よ
り
私
人
が
う
け
る
損
害
に
つ
い
て
、
国
の
負
担
と
な
り
う
べ
き
責
任
は
、
民
法
典
に

お
い
て
、
私
人
の
私
人
と
対
す
る
関
係
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
諸
原
則
に
よ
っ
て
、
規
律
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
こ
の
責
任
は
一
般
的
で
も
絶
対
的
で
も
な
い
。
そ
れ
は
、
役
務
の
必
要
に
よ
り
、
ま
た
国
の
諸
権
利
と
私
的
諸
権
利
と
を
調
整
す
る
必

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

要
に
よ
り
変
化
す
る
特
別
の
準
則
を
有
す
る
。
」

　
す
な
わ
ち
、
こ
の
判
決
は
、
行
政
権
限
の
基
準
と
し
て
公
役
務
の
観
念
を
採
用
し
た
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
公
役
務
の
執
行
よ
り
生

ず
る
損
害
の
賠
償
責
任
に
つ
い
て
、
民
法
と
は
別
個
の
、
行
政
法
に
よ
り
規
律
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
も
宣
言
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
行
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
固
有
の
解
決
と
し
て
は
、
な
お
一
八
九
九
年
の
ル
プ
ル
ウ
事
件
判
決
に
お
け
る
よ
う
に
、
　
「
国
家
は
、
公
権
力
で
あ
る
か
ぎ
り
、
そ
の

官
吏
の
解
怠
に
つ
い
て
責
任
を
負
は
な
い
。
」
と
い
う
主
権
無
責
任
主
義
の
適
用
が
み
ら
れ
た
。
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公土木（Travaux　publics）の損害について（近藤）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

　
し
か
し
、
　
こ
の
公
権
力
の
行
使
に
つ
い
て
国
家
責
任
を
原
則
的
に
否
定
す
る
法
理
は
、
　
一
九
〇
五
年
の
ト
マ
ソ
・
グ
レ
コ
事
件
判
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
）

に
よ
り
決
定
的
に
廃
棄
さ
れ
、
さ
ら
に
一
九
二
〇
年
頃
に
は
、
無
過
失
責
任
の
法
理
が
、
二
つ
の
行
政
判
例
に
よ
り
フ
ラ
ン
ス
公
法
の
一
原

則
と
し
て
、
確
立
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

㈲
　
右
の
よ
う
な
、
法
理
の
展
開
に
つ
い
て
、
今
で
は
国
家
責
任
論
の
古
典
と
な
っ
た
「
（
契
約
外
に
お
け
る
）
公
権
力
責
任
」
　
（
一
九

　
　
（
七
）

二
七
年
）
を
著
し
た
デ
ュ
ェ
ズ
は
、
　
そ
の
書
物
の
冒
頭
に
お
い
て
、
　
「
フ
ラ
ン
ス
法
の
領
域
で
、
　
公
権
力
責
任
の
領
域
ほ
ど
急
速
で
特

色
あ
る
発
達
に
よ
り
激
動
し
た
も
の
は
な
い
。
僅
々
四
〇
年
前
は
、
（
若
干
の
孤
立
し
た
事
項
が
法
律
に
よ
り
除
外
さ
れ
て
は
い
た
が
、
）

無
責
任
が
国
家
活
動
の
加
害
的
効
果
を
支
配
的
に
規
律
し
て
い
た
。
…
…
…
そ
れ
以
来
、
思
想
は
進
化
し
た
。
今
日
で
は
、
責
任
が
原
則

で
、
無
責
任
が
例
外
を
な
す
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
多
少
の
感
慨
を
こ
め
て
、
の
べ
た
の
で
あ
っ
た
。

㈲
　
た
し
か
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
最
高
行
政
裁
判
所
で
あ
る
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
判
例
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
、
役
務
過
失
（
壁
彗
①
α
o

の
①
署
ざ
φ
）
　
に
よ
っ
て
私
人
が
損
害
を
受
け
た
場
合
に
は
国
が
そ
の
賠
償
責
任
を
負
う
と
い
う
原
則
こ
そ
、
　
二
〇
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
行
政

法
の
一
特
色
を
な
す
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
　
こ
の
役
務
過
失
と
は
、
　
加
害
の
実
行
者
で
あ
る
公
務
員
個
人
の
主
観
的
要
素
で
は
な

く
、
役
務
自
体
に
つ
い
て
、
そ
の
組
織
、
作
用
に
お
け
る
客
観
的
毅
疵
を
問
題
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
行
政
の
現
実
に
応
じ
た
過
失

の
定
型
を
媒
介
と
し
て
、
過
失
主
義
が
国
家
責
任
に
つ
い
て
、
原
則
的
に
妥
当
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
現
在
、
行
政
上
の
若
干
の
領
域
に
お
い
て
、
前
述
の
よ
う
な
無
過
失
主
義
に
よ
る
国
家
責
任
の
成

立
を
み
と
め
る
に
至
っ
て
お
り
、
そ
の
法
理
の
展
開
は
、
国
家
行
政
の
作
用
領
域
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
、
ま
す
ま
す
重
要
な
意
義
を
有

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

一一

A
公
土
木
（
物
）
の
責
任
の
特
殊
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
）

ω
　
現
在
、
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
に
お
い
て
、
　
無
過
失
責
任
の
み
と
あ
ら
れ
る
領
域
は
、
　
ロ
ー
バ
デ
ー
ル
の
分
類
に
よ
れ
ば
、
ω
公
土
木
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論説
　
　
（
九
）

（
物
）
に
よ
る
損
害
②
行
政
の
協
力
者
の
事
故
個
帽
隣
関
係
に
お
け
る
異
常
危
険
あ
る
い
は
危
険
物
の
ご
と
き
、
例
外
的
危
険
の
場
合

ゆ
判
決
執
行
の
拒
否
の
ご
と
く
、
行
政
の
特
権
の
行
使
、
不
行
使
に
よ
る
損
害
樹
法
律
に
よ
り
特
定
人
に
生
じ
た
損
害
　
㈲
特
別
法
の
規

定
す
る
場
合
、
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
諸
領
域
に
お
い
て
、
行
政
の
無
過
失
責
任
が
み
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
歴

史
的
時
点
は
も
ち
ろ
ん
一
様
で
は
な
い
が
、
無
過
失
責
任
は
危
険
責
任
と
関
連
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
広
い
適
用
可
能
性
を
獲

得
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
に
お
け
る
無
過
失
責
任
主
義
の
出
発
点
を
、
相
隣
関
係
に
お
け
る
異
常
危
険
に
関

す
る
ル
ニ
ヨ
ー
・
デ
ロ
ジ
ェ
事
件
（
一
九
一
九
年
）
コ
ラ
ス
事
件
（
一
九
二
〇
年
）
に
求
め
る
こ
と
は
正
当
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
公

土
木
（
物
）
に
よ
る
損
害
の
填
補
に
関
す
る
無
過
失
責
任
の
法
理
は
、
一
九
世
紀
初
頭
以
来
み
と
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
適
用
の
基
本
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
〇
）

方
向
づ
す
は
、
一
九
二
〇
年
頃
に
は
す
で
に
完
了
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
他
の
各
種
領
域
に
対
し
て
、
む
し
ろ
先
進
的
な

地
位
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
公
土
木
（
物
）
の
責
任
を
、
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
に
お
け
る
無
過
失
責
任
の
モ
デ
ル
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。

②
　
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
は
、
諸
種
の
公
役
務
に
関
す
る
法
で
あ
り
、
行
政
法
が
一
般
私
法
に
対
し
て
自
律
的
な
体
系
を
な
す
の
は
、
公
役

務
の
組
織
が
高
度
に
中
央
集
権
化
さ
れ
、
役
務
の
遂
行
に
つ
い
て
私
人
の
有
し
な
い
種
々
の
特
権
を
必
要
と
し
、
そ
の
諸
関
係
を
規
律
す

る
法
の
適
用
に
つ
い
て
も
、
司
法
裁
判
所
か
ら
は
独
立
し
た
行
政
権
限
（
そ
の
内
部
に
お
い
て
行
政
裁
判
権
が
発
達
す
る
の
で
あ
る
が
）

に
属
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
る
、
と
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
観
点
よ
り
み
る
と
、
沿
革
上
、
公
土
木
（
物
）
に
関
す
る
法
制
度
は

す
ぐ
れ
て
行
政
法
的
な
特
徴
を
有
し
て
い
る
。

　
第
一
に
、
公
土
木
を
担
当
す
る
ポ
ン
・
ゼ
。
シ
ョ
ッ
セ
（
娼
。
暮
ω
簿
。
冨
億
ω
。
。
ひ
①
ω
橋
梁
道
路
）
の
役
務
は
、
ア
ン
シ
ァ
ン
。
レ
ジ
ー
ム

に
お
い
て
、
王
権
の
下
に
最
も
中
央
集
権
化
さ
れ
、
か
っ
整
備
さ
れ
た
行
政
組
識
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　
第
二
に
、
　
公
土
木
に
関
す
る
訴
訟
事
件
は
、
　
ア
ン
シ
”
ノ
ン
　
・
　
レ
ジ
ー
ム
に
お
け
る
一
般
法
裁
判
所
で
あ
っ
た
パ
ル
ル
マ
ン
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公土木（Travaux　publics）の損害について（近藤）

（
勺
鋤
同
一
〇
§
O
b
轟
）
の
管
轄
か
ら
体
系
的
に
除
外
さ
れ
、
地
方
に
お
い
て
は
ア
ン
タ
ン
ダ
ン
（
H
馨
。
巳
潜
屋
地
方
総
監
）
の
、
中
央
で
は
コ

ン
セ
ィ
ユ
・
デ
ュ
・
ロ
ワ
（
O
o
昌
ω
①
自
α
二
閑
9
国
王
諮
問
会
議
）
の
権
限
と
さ
れ
て
い
た
。
ア
ン
タ
ソ
ダ
ン
お
よ
び
コ
ン
セ
イ
ユ
．
デ

ュ
・
ロ
ワ
の
裁
判
管
轄
権
が
、
大
革
命
後
の
法
制
に
お
い
て
、
県
参
事
会
（
O
o
昌
。
・
Φ
出
山
。
寓
無
。
9
葭
。
）
　
お
よ
び
コ
ン
セ
イ
ユ
．
デ
タ

（
O
o
づ
ω
Φ
出
傷
、
田
碧
）
の
行
政
事
件
管
轄
権
の
中
に
復
活
す
る
こ
と
は
同
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
公
土
木
の
執
行
に
関
し
て
、
行
政
（
王
権
）
は
種
々
の
特
権
を
行
使
し
、
こ
の
特
権
に
つ
い
て
の
法
理
の
適
用
を
確
保
す
る

た
め
に
、
一
般
法
裁
判
所
と
は
別
個
の
裁
判
機
関
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
公
土
木
に
よ
る
損
害
の
填
補
に
関
す
る
法
理
も
、
こ
の

行
政
の
特
権
と
の
関
連
に
お
い
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ア
ン
シ
ァ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
に
お
い
て
公
法
的
制
度
と
し
て
成
立
し
た
公
土
木
の
法
制
は
、
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
の
他
の
領

域
と
同
じ
よ
う
に
、
そ
の
基
本
的
特
徴
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
革
命
後
の
近
代
法
体
系
に
継
承
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

個
　
以
上
の
説
明
に
よ
っ
て
、
公
土
木
（
物
）
責
任
の
法
理
が
、
フ
ラ
ン
ス
公
法
に
固
有
な
伝
統
的
分
野
に
属
し
て
い
る
こ
と
が
、
ほ
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
＝
）

明
ら
か
に
な
っ
た
と
お
も
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
さ
き
に
の
べ
た
よ
う
に
、
一
九
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
は
、
行
政
法
固
有
の
法
理
が
適
用
さ
れ
、
行
政
裁
判
権
に

服
す
る
の
は
、
　
行
政
が
公
権
力
を
行
使
す
る
場
合
で
あ
り
、
　
し
か
も
行
政
が
公
権
力
を
行
使
し
た
こ
と
に
よ
り
私
人
に
損
害
が
生
じ
て

も
↓
行
政
は
賠
償
責
任
を
負
わ
な
い
と
さ
㊨
て
い
た
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
公
土
木
（
物
）
に
よ
り
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
は
填
補
の
義

務
を
負
う
べ
き
こ
と
が
当
時
す
で
に
確
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
公
土
木
（
物
）
責
任
の
特
殊
性
に
つ
い
て
、
デ
ュ
ギ
ー
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
説
明
を
与
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
国
家
責

任
が
、
二
〇
世
紀
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
に
お
い
て
、
一
般
的
に
承
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
主
権
無
責
任
の
観
念
が
後
退
し
た
か
ち

で
あ
る
が
、
主
権
理
論
が
支
配
的
な
ド
グ
マ
で
あ
っ
た
一
九
世
紀
に
す
で
に
、
公
土
木
（
物
）
責
任
の
法
理
が
確
立
し
て
い
た
の
憶
、
国
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論説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
二
）

家
主
権
理
論
と
並
ぶ
ド
グ
マ
で
あ
っ
た
剛
堅
的
主
権
す
な
わ
ち
、
財
産
権
不
可
侵
の
原
則
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
之
。
し
か
七
、
デ
ュ
ギ

ー
自
身
も
つ
。
つ
け
て
の
べ
て
い
る
よ
う
に
、
公
土
木
（
物
）
の
無
過
失
責
任
に
関
す
る
判
例
は
「
国
家
の
介
入
が
、
適
法
か
っ
無
二
朱
で

あ
っ
て
も
、
一
個
人
ま
た
は
一
グ
ル
ー
プ
に
、
他
よ
り
も
重
い
負
担
を
課
す
と
き
は
何
時
で
も
、
国
家
責
任
を
み
と
め
る
方
向
に
向
っ
て

い
る
現
在
の
判
例
に
、
途
を
開
く
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
た
し
か
」
で
あ
っ
て
、
公
土
木
（
物
）
責
任
の
特
殊
性
は
、
そ
れ
が
フ
ラ
ン
ス

行
政
法
に
お
け
る
無
過
失
責
任
法
理
の
一
つ
の
モ
デ
ル
を
な
す
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
意
味
で
、
公
土
木
（
物
）
の
法
制

に
お
け
る
各
種
の
特
殊
な
要
素
の
中
に
お
い
て
行
政
上
の
無
過
決
責
任
が
成
立
し
た
過
程
は
、
無
過
失
責
任
法
理
が
行
政
法
に
お
い
て
形

成
さ
れ
る
論
理
の
一
つ
の
あ
り
方
と
し
て
、
関
心
が
も
た
れ
る
の
で
あ
る
。

四
　
公
土
木
く
物
）
責
任
が
、
比
較
的
早
く
か
ら
承
認
さ
れ
て
い
た
の
は
、
公
土
木
（
物
）
の
損
害
の
賠
償
を
求
め
る
訴
え
の
管
轄
を
定

め
る
、
共
和
暦
八
年
雨
月
二
八
日
法
律
の
「
県
参
事
会
は
、
企
業
者
の
個
人
約
所
為
よ
り
生
じ
、
行
政
の
所
為
よ
り
生
じ
た
も
の
で
な
い

損
害
に
つ
い
て
不
服
を
申
立
て
る
私
人
の
訴
え
に
つ
い
て
裁
判
す
る
」
と
い
う
規
定
に
も
と
ず
く
も
の
で
あ
る
。
公
土
木
（
物
）
の
無
過

失
責
任
の
法
理
の
内
容
。
性
格
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
規
定
が
成
立
し
た
制
度
的
背
景
、
こ
の
規
定
の
一
九
世
紀
に
お
け
る
適
用

状
況
お
よ
び
そ
れ
ら
を
前
提
と
し
て
、
当
時
の
行
政
法
学
説
が
公
土
木
（
物
）
の
無
過
失
責
任
を
い
か
に
把
握
し
た
か
を
明
ら
か
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（一

j
見
よ
、
雄
川
一
郎
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
国
家
賠
償
責
任
法
」
比
較
法
研
究
九
・
一
〇
号
、

（
二
）
見
よ
、
雄
慧
一
郎
「
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
」
行
政
法
講
座
（
有
斐
閣
）
第
一
巻
。
と
く
に
三
権
力
行
為
と
管
理
行
為
の
区
別
の
理
論
。
神
谷
昭

　
「
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
成
立
史
」
北
大
法
学
論
集
第
一
二
巻
二
・
三
号
。

（一

�j

W
・
O
ピ
c
o
融
く
ユ
①
門
一
c
o
N
9
ゆ
冨
ロ
o
P
，
国
⑦
ρ
一
〇
N
ψ
鋸
や
℃
一
●
①
ご
．
6
0
口
9
●
U
9
〈
帥
倉
U
●
　
一
c
o
N
ω
・
ω
ニ
ゴ
ω
・
一
〇
Q
N
ω
●
ω
●
窃
ρ
　
　
い
e
昌
伽
q
一
♂
＜
①
鵠
一
　
・

　
切
円
9
9
箕
》
ピ
㊦
の
o
q
『
9
。
爵
号
碧
「
ゆ
六
二
①
冨
甘
ユ
の
℃
門
ロ
森
。
碧
。
⑳
傷
日
脚
a
。
。
需
象
ぞ
①
・
お
①
N
●
℃
・
9
　
雄
川
、
前
掲
書
一
六
五
頁
以
下
。
神
谷
前
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握
論
文
、
北
大
法
学
論
集
一
二
巻
一
二
口
写
↓
八
六
↓
貝
0

（
四
）
ρ
国
・
一
ω
誉
昌
く
坤
禽
一
。
。
⑩
9
ピ
o
b
「
窪
×
●
男
．
も
」
N
…
ω
・
お
0
9
一
一
一
ト
Z
o
帥
。
寓
・
出
①
ξ
δ
戸

（
五
）
O
●
国
●
δ
隷
く
ユ
魯
お
0
9
目
。
乱
国
ω
o
O
「
o
o
8
り
男
．
も
二
ω
9
0
0
ロ
6
一
・
男
。
ヨ
貯
q
●
ω
．
お
0
9
ω
．
ゴ
ω

（
六
）
　
O
●
国
●
N
C
◎
ヨ
⇔
門
ω
お
一
9
開
①
O
Q
昌
9
五
一
7
U
①
ω
『
O
訟
①
凶
ω
”
幻
・
”
づ
．
ω
P
の
…
ω
●
お
一
C
O
⊥
⑩
お
。
ω
●
N
9
5
0
辞
O
＝
拶
5
ユ
O
二
w
O
●
お
N
O
。
ω
。
こ
ご
O
ゆ
¢
》
灼
冨
Φ
一
〇
員

　
男
・
d
●
℃
一
り
一
⑩
●
N
ω
9
0
0
コ
9
・
O
o
「
昌
。
帥
＝
①
も
0
8
濠
N
o
…
ピ
0
5
⑦
q
l
を
㊦
一
ア
し
d
円
9
9
一
げ
9
2
三
〇
”
・
6
搾
・
や
ニ
ミ
．
ρ
閣
●
Σ
旨
p
Ω
一
お
N
9
肉
・
も
6
ω
N

（
七
）
d
ロ
o
N
、
ピ
自
．
冨
ω
℃
8
の
9
甑
一
一
9
α
①
冨
も
自
署
ω
鶏
”
8
勺
鐸
げ
嵩
ρ
蝦
。
（
①
昌
傷
①
ゴ
。
「
ψ
ユ
ロ
8
聖
旨
象
）
お
N
N
・
言
＃
o
畠
障
9
一
〇
ロ
・

（
八
）
ピ
9
。
嗣
げ
9
。
三
尊
ρ
↓
「
9
。
一
8
血
ひ
ヨ
。
ロ
富
貯
。
α
①
費
。
＃
巴
ヨ
ぎ
δ
齢
鎚
旨
い
ω
o
①
α
・
お
①
ω
や
2
N
Φ
膚
。
・
・
神
谷
昭
．
「
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
に
お
け
る

　
国
の
危
険
責
任
」
自
治
研
究
三
五
巻
四
・
五
・
六
・
八
号
と
く
に
四
号
七
五
頁
以
下
。

（
九
）
↓
【
9
〈
①
鐸
×
合
口
げ
一
駒
8
の
用
語
に
つ
い
て
、
わ
が
国
で
は
、
公
事
業
、
公
共
工
事
な
ど
と
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
用
語
は
日
一
般
的
利
益
の

　
．
．
目
的
に
お
い
て
、
口
公
法
人
の
た
め
に
、
日
不
動
産
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ
る
作
業
（
狭
義
の
需
9
〈
①
ロ
×
や
ロ
び
嵩
6
ω
）
　
を
指
す
と
共
に
、
そ
の

　
作
業
に
よ
り
作
ら
れ
る
公
的
施
設
（
o
ロ
〈
ヨ
。
。
①
の
思
げ
ぎ
ω
）
を
も
含
む
意
味
に
用
い
ら
れ
る
　
ハ
広
義
の
零
飴
墨
ロ
×
尉
ロ
三
凶
6
ω
）
の
で
、
太
稿

　
　
で
は
、
公
土
木
（
物
）
と
い
う
訳
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
口
の
要
件
は
、
従
来
か
ら
銘
し
も
当
該
不
動
産
が
公
共
団
体
の
所
有
に
属
す
る
場
合

　
　
だ
け
で
な
く
、
特
許
企
業
の
施
設
の
よ
う
に
将
来
公
共
団
体
の
所
有
に
帰
す
べ
き
場
合
を
も
含
ん
で
い
た
が
、
一
．
九
五
五
年
（
↓
b
・
N
c
。
日
窪
ω

　
　
一
霧
9
国
h
津
浮
島
艶
即
・
も
・
①
ミ
　
い
0
5
α
q
－
ミ
忠
〒
し
ロ
冨
ま
両
三
噛
o
b
・
鼠
酔
も
・
鳶
α
）
以
来
、
法
律
に
基
づ
く
私
有
林
の
整
備
事
業
の
よ
う
に
、
事
業
そ

　
　
の
も
の
が
公
役
務
の
実
現
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
不
動
産
の
所
有
権
の
帰
属
を
闇
題
と
す
る
こ
と
な
く
、
「
公
土
木
」
に
含
ま
れ
る
こ

　
　
と
と
な
っ
た
。
く
わ
し
く
は
、
匂
。
。
・
の
。
．
ピ
①
¢
零
9
ぐ
m
口
×
冒
鐸
三
一
〇
ω
①
件
一
、
o
×
b
【
o
宮
冨
二
〇
戸
お
α
。
。
2
門
Φ
団
も
め
曾
ω
‘
い
角
億
げ
a
曾
ρ
o
灼
・
o
罫
鳩

　
　
仲
O
目
5
N
噂
弓
・
N
G
月
O
①
齢
ω
・

（一

Z
）
　
「
（
公
土
木
に
関
す
る
）
現
行
実
定
法
は
徐
々
に
完
成
し
た
…
…
…
。
恐
ら
く
、
ほ
ぼ
一
九
二
〇
年
以
降
に
は
、
本
来
の
意
味
の
発
展
は
な

　
く
、
む
し
ろ
本
領
域
に
適
用
さ
れ
る
法
は
非
常
に
野
望
に
明
確
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
」
切
①
昌
。
登
U
o
ヨ
ヨ
9
。
α
q
①
ω
は
ω
巳
仲
餌
ヨ
島
①
ω
件
句
話
口
×

　
簿
。
ロ
〈
『
拶
o
q
o
ω
”
犀
ぐ
H
⇔
σ
q
o
ω
や
ロ
げ
鵠
6
の
●
匂
ロ
ー
【
一
ω
9
9
ω
の
①
ロ
H
餌
ら
ヨ
一
a
ω
悪
日
一
一
h
・
気
門
ω
ρ
N
N
①
⊥
●

（
二
）
雄
川
教
授
は
、
＃
碧
。
ロ
×
う
鐸
評
言
。
。
に
つ
い
て
認
め
ら
れ
る
危
険
責
任
は
、
私
法
上
の
企
業
責
任
と
同
質
の
も
の
で
あ
り
、
　
（
「
行
政
上

　
　
の
無
過
失
責
任
」
我
妻
還
暦
・
損
害
賠
償
責
任
の
研
究
下
巻
一
九
八
頁
）
、
私
法
上
の
無
過
失
責
任
を
モ
デ
ル
と
し
て
発
展
し
た
も
の
と
さ
れ
る
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、



論説

　
　
（
二
二
〇
頁
）
・
た
し
か
に
、
公
土
木
工
事
の
執
行
お
よ
び
公
的
施
設
の
維
持
、
管
理
は
私
人
の
行
う
同
種
の
作
業
と
社
会
経
済
的
性
質
を
等
し

　
く
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
少
く
と
も
フ
ラ
ン
ス
法
の
論
理
に
お
い
て
は
、
公
土
木
（
物
）
に
関
す
る
行
政
作
用
の
特
権
お
よ
び
公
益
性
が
、
そ

　
の
責
任
の
法
理
を
根
拠
づ
け
て
い
る
と
彦
・
え
ら
れ
る
。

（
＝
一
）
U
¢
窃
q
ロ
一
世
ピ
。
。
。
霞
碧
ω
h
o
噌
ヨ
舞
帥
。
づ
ψ
傷
嘗
曾
。
客
b
再
び
一
戸
。
・
お
N
一
・
や
N
D
さ
　
（
人
権
宣
言
を
書
い
た
人
達
は
）
国
家
主
権
を
一
つ
の
ド
グ
マ

　
と
し
て
承
認
す
る
と
と
あ
に
、
個
人
の
主
権
と
し
て
の
財
産
権
を
、
こ
れ
に
劣
ら
ず
不
可
侵
の
ド
グ
マ
と
し
て
承
認
し
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
二
つ

　
の
主
権
が
衝
突
す
る
場
合
に
は
、
両
者
の
何
れ
が
優
先
す
る
か
を
決
定
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
彼
等
は
、
個
人
的
主
権
、
す
な
わ

　
ち
財
産
権
に
有
利
に
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
」
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第
二
章
　
公
土
木
（
物
）
責
任
の
制
度
的
確
立

共
和
暦
八
年
法
律
の
成
立
と
適
用

一
、
一
七
九
σ
年
九
月
七
日
法
律
の
制
定

ω
　
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
土
木
工
事
に
関
し
行
政
（
王
権
）
が
介
入
す
る
の
は
、
ア
ン
リ
四
半
（
在
位
一
五
八
九
年
－
一
六
一
〇
年
）

　
　
　
　
　
（
一
）
　
、

の
治
世
に
始
ま
る
。
、
フ
ン
ツ
フ
ン
。
ツ
ジ
」
ム
の
王
権
の
伸
張
と
最
も
緊
密
な
関
係
を
有
す
る
道
路
の
設
置
、
維
持
も
、
一
六
世
紀
ま
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〕

全
く
私
人
の
手
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
七
世
紀
の
初
頭
以
来
、
大
規
模
な
工
事
が
実
施
さ
れ
る
に
と
も
な
い
、
私
有
財
産

と
公
益
の
調
整
の
必
要
と
い
う
新
し
い
法
律
上
の
問
題
に
つ
い
て
、
新
し
い
法
領
域
が
開
け
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
問
題
の
解
決
の
た

め
に
と
・
り
㊨
劣
法
は
受
用
な
か
し
槽
の
．
疲
棲
規
定
の
製
で
黛
く
、
者
妻
毒
に
コ
ソ
セ
イ
ユ
・
デ
、
＆
ワ
が
特
許
状

（ひ

¥
重
ユ
①
＄
鴬
①
ω
巴
o
p
Y
を
発
布
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
特
許
状
の
集
積
に
よ
っ
て
、
公
土
木
に
関
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
諄
二
）

る
ア
ン
シ
ァ
ツ
・
レ
ジ
…
ム
の
法
制
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
特
許
状
が
公
土
木
行
政
を
ア
ン
タ
ン
ダ
ン
の
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権
限
と
し
て
い
た
こ
と
が
、
こ
こ
で
は
と
く
に
注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
工
事
計
画
が
提
案
さ
れ
る
と
、
彼
が
そ
の

公
益
性
（
三
葺
ま
も
ロ
び
嵩
ρ
賃
。
）
お
よ
び
、
実
現
可
能
性
を
審
査
し
、
つ
ぎ
に
最
も
公
共
の
利
益
に
な
り
、
か
つ
個
人
を
害
す
る
こ
と
の
少

い
実
施
方
法
を
検
討
し
、
も
し
必
要
が
あ
れ
ば
、
企
業
者
ま
た
は
被
収
用
者
の
た
め
に
定
め
ら
れ
る
通
行
税
に
つ
い
て
の
意
見
を
の
べ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

最
後
に
、
工
事
設
計
書
お
よ
び
明
細
書
を
作
成
せ
し
め
て
、
国
王
の
認
可
を
求
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
工
事
施
行
に
伴
っ

て
私
人
が
う
け
る
損
害
に
関
す
る
争
訟
も
、
ア
ン
タ
ン
ダ
ン
（
お
よ
び
、
そ
の
上
級
審
と
し
て
の
コ
ン
セ
ィ
ユ
・
デ
ュ
・
ロ
ワ
）
の
専
属
管

轄
と
せ
ら
れ
、
そ
の
事
件
処
理
は
「
（
公
土
木
）
計
画
の
執
行
過
程
に
お
い
て
生
じ
う
る
一
切
の
争
訟
は
、
当
事
者
を
出
頭
せ
し
め
、
ま

た
は
正
式
に
召
喚
し
た
う
え
で
、
弁
論
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ア
ン
タ
ン
ダ
ン
は
、
各
自
の
主
張
と
抗
弁
と
聴
聞
し
た
う
え
で
、
こ
れ
ら

の
計
画
の
目
的
で
あ
る
公
益
（
暮
凶
一
芸
ひ
建
三
凶
ρ
仁
①
）
が
、
　
こ
れ
ら
の
執
行
の
任
に
あ
た
る
者
に
有
利
に
な
る
よ
う
に
考
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
彼
等
が
賠
償
の
責
を
負
う
こ
と
な
く
損
害
を
生
ぜ
し
め
た
り
、
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
な
く
公
の
秩
序
を
乱
し
た
り
、
秩
序
の

維
持
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
服
従
義
務
か
ら
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
な
く
免
れ
る
こ
と
を
許
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。
」
と
い
う
方
式
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

よ
り
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
一
八
世
紀
初
頭
の
ア
ン
タ
ン
ダ
ン
に
関
す
る
回
想
録
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。

②
　
ア
ン
シ
ァ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
の
下
で
確
立
し
た
、
　
公
土
木
に
関
す
る
行
政
権
限
は
、
　
大
革
命
の
立
憲
議
会
に
よ
っ
て
引
続
き
承
認
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
）

れ
、
や
が
て
近
代
フ
ラ
ン
ス
公
法
の
重
要
な
領
域
を
形
成
す
る
こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
一
七
九
〇
年
九
月
七
日
法
律
は
、
県
の
行
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
）

機
関
で
あ
る
県
執
政
部
（
象
お
0
8
詫
Φ
◎
①
α
9
9
。
暮
①
ヨ
⑦
韓
）
お
よ
び
区
の
行
政
機
関
で
あ
る
区
執
政
部
（
象
審
0
8
貯
①
山
。
象
ω
＃
一
〇
酔
）

の
権
限
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
ご
と
く
定
め
た
。
　
「
道
路
・
運
河
ま
た
は
そ
の
他
の
公
的
施
設
の
建
設
の
た
め
、
取
り
上
げ
ら
れ
ま
た
は
掘

り
返
さ
れ
た
土
地
に
よ
り
、
私
人
に
支
払
う
べ
き
補
償
の
申
立
て
お
よ
び
不
服
は
、
調
停
の
方
法
に
よ
り
、
区
執
政
部
に
な
さ
れ
、
つ
づ

い
て
、
県
執
政
部
に
な
さ
れ
う
る
。
県
執
政
部
は
、
治
安
判
事
と
そ
の
陪
席
に
よ
り
な
さ
れ
た
評
価
に
従
い
、
終
審
と
し
て
決
定
す
る
。
」

（
第
四
条
Y
さ
ら
に
、
　
「
行
政
の
所
為
で
な
く
、
　
企
業
者
（
Φ
p
寓
8
お
つ
①
霞
）
　
の
個
人
的
所
為
よ
り
生
じ
た
損
害
　
（
8
H
富
雲
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説

傷
。
巳
ヨ
自
。
ひ
q
①
ω
）
に
つ
い
て
不
服
の
あ
る
私
人
は
、
企
業
者
を
相
手
と
し
て
、
ま
ず
損
害
の
生
じ
た
土
地
の
市
町
村
機
関
　
（
ヨ
信
三
9
B
毎
ひ
）

に
申
立
て
、
つ
づ
い
，
て
区
執
政
部
に
申
立
て
る
も
の
と
す
る
。
区
執
政
部
は
、
市
町
村
機
関
が
調
停
し
え
な
か
っ
た
と
き
、
終
審
と
し
て

決
定
す
る
。
」
　
（
第
五
条
）
と
規
定
す
る
。

　
こ
れ
ら
の
規
定
は
殆
ど
そ
の
ま
ま
、
共
和
暦
八
年
雨
月
二
八
日
法
律
に
引
き
つ
が
れ
る
こ
と
に
な
る
。

二
、
共
和
暦
八
年
雨
月
二
八
日
法
律
の
制
定
、

ω
　
共
和
暦
八
年
法
は
、
地
方
行
政
裁
判
機
関
と
し
て
、
県
参
事
業
を
組
織
す
る
と
と
も
に
、
一
七
九
〇
年
法
に
よ
っ
て
、
県
執
政
部
お

よ
び
区
執
政
部
に
与
え
ら
れ
て
い
た
権
限
を
、
県
参
事
会
に
属
せ
し
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
「
県
参
事
会
は
、
…
…
…
行
政
の

所
為
で
な
く
、
企
業
者
の
個
人
的
所
為
よ
り
生
じ
た
損
害
（
8
ユ
ω
9
α
o
白
ヨ
鋤
σ
q
o
ω
）
に
つ
い
，
て
不
服
の
あ
る
私
人
の
申
立
て
に
つ
き
、

道
路
、
運
河
そ
の
他
の
公
的
施
設
の
建
設
の
た
め
、
取
り
あ
げ
ま
た
は
掘
り
返
さ
れ
た
土
地
に
つ
い
て
、
私
人
に
支
払
う
べ
き
補
償
に
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
）

す
る
申
立
て
お
よ
び
争
訟
に
つ
き
…
…
…
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。
」
　
（
四
条
）
と
い
う
規
定
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

②
　
共
和
暦
八
年
法
は
前
述
の
よ
う
に
、
一
、
七
九
〇
年
法
の
内
容
を
引
き
つ
ぐ
べ
く
制
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
つ
ぎ
の
二
つ
の
点
に
お

い
て
若
干
の
相
違
が
あ
る
こ
と
を
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
の
一
は
、
一
七
九
〇
年
法
も
共
和
暦
八
年
法
も
、
取
り
あ
げ
ら
れ
た
土
地
の
補
償
と
、
企
業
者
の
所
為
に
よ
り
生
じ
た
損
害
の
賠
償

と
を
共
に
、
行
政
権
限
に
属
せ
し
め
て
い
る
が
、
一
七
九
〇
年
法
は
こ
の
両
者
に
つ
い
て
別
個
に
規
定
し
て
い
た
の
に
対
し
、
共
和
暦
八

年
法
で
は
、
同
一
法
条
に
お
い
て
総
括
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
公
土
木
の
執
行
に
必
要
な
土
地
の
収
用
補
償
と
、
公
土
木

の
執
行
よ
り
生
ず
る
損
害
の
賠
償
と
が
基
本
的
に
法
的
性
質
を
異
に
す
る
と
い
う
認
識
が
な
い
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
一
七
九
〇
年
法
の
立
法
者
も
、
こ
の
区
別
を
認
識
し
た
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
共
和
暦
八
年
法
に
お
い
て
当
時
の
こ
の
問
題
に

関
す
る
見
解
が
一
層
あ
ら
わ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
し
う
る
の
で
あ
る
。

32　（2－6●48）　148



公土木（Travaux　publiics）の損害について（近藤）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
）

　
こ
の
こ
と
は
、
の
ち
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
強
力
な
指
導
の
も
と
に
、
一
八
一
〇
年
三
月
八
日
法
律
が
制
定
さ
れ
、
補
償
決
定
を
含
む
収
用

手
続
が
司
法
裁
判
所
の
権
限
に
属
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
後
に
お
い
て
も
、
こ
の
司
法
権
限
を
き
び
し
く
限
定
す
る
見
解
が
一
般

に
と
ら
れ
、
今
日
に
ま
で
及
ん
で
い
る
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
。

㈹
　
　
一
七
九
〇
年
法
と
の
対
比
に
お
い
て
、
共
和
暦
八
年
法
に
つ
き
注
意
す
べ
き
第
二
の
点
は
、
賠
償
の
申
立
て
が
「
行
政
の
所
為
で
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
〇
4

く
、
企
業
者
の
個
人
的
行
為
よ
り
生
じ
た
損
害
」
に
つ
い
て
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
七
九
〇
年
法

に
お
い
て
は
、
　
こ
の
申
立
て
を
受
理
す
る
の
は
、
　
市
町
村
段
階
の
機
関
お
よ
び
そ
の
直
近
の
上
級
機
関
で
あ
る
区
執
政
部
で
あ
っ
た
た

め
、
行
政
の
責
任
を
訴
求
す
る
申
立
て
を
除
外
せ
ざ
る
を
え
な
い
事
情
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
行
政
と
い
っ
て
も
、
当
時
、
大
部
分
の

公
土
木
を
執
行
し
た
の
は
国
で
あ
っ
て
、
　
「
公
土
木
に
関
す
る
国
の
諸
権
利
と
極
め
て
高
度
に
利
害
関
係
の
あ
る
申
立
て
を
、
地
方
的
行

政
体
の
判
断
に
服
せ
し
め
る
」
な
ど
と
当
時
の
立
法
者
が
考
え
る
筈
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
共
和
暦
八
年
の
法
制
に
お
い
て
は
、
裁
判
機
関
と
し
て
や
や
整
備
さ
れ
た
県
参
事
会
が
賠
償
請
求
に
つ
い
て
裁
判
し
、

さ
ら
に
そ
の
控
訴
審
と
し
て
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
（
当
時
は
留
保
裁
判
甘
ω
諭
。
①
お
三
縄
ロ
。
で
あ
っ
た
）
の
権
限
が
行
使
さ
れ
る
の
で
あ
り

と
く
に
行
政
に
対
す
る
請
求
を
そ
の
権
限
か
ら
除
外
す
る
理
由
は
薄
弱
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
あ
る
い
は
、
共
和
暦
八
年
の
規
定
は
、
一

七
九
〇
年
法
を
新
法
に
引
き
な
お
す
に
当
っ
て
、
必
要
な
修
正
を
見
落
し
た
立
法
者
の
錯
誤
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
な
さ
れ
、
あ
る
い
は

「
行
政
の
所
為
で
な
く
」
と
は
「
行
政
の
所
為
ば
か
り
で
な
く
」
の
意
味
で
あ
る
と
い
う
解
釈
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
一
）

に
よ
っ
て
も
共
和
暦
八
年
法
に
も
と
づ
い
て
、
行
政
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
を
承
認
す
る
判
例
が
確
立
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

三
、
共
和
暦
八
年
法
の
適
用

ω
　
土
ハ
和
暦
八
年
雨
月
二
八
日
法
律
一
一
条
の
適
用
に
関
す
る
種
々
の
問
題
の
う
ち
、
当
面
わ
れ
わ
れ
の
興
味
を
ひ
く
の
は
、
公
土
木
に

よ
り
作
ら
れ
た
公
的
施
設
が
そ
の
存
在
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
隣
地
所
有
者
に
生
ぜ
し
め
る
恒
久
的
損
害
（
畠
o
七
日
鋤
o
Q
o
℃
o
N
目
§
〇
三
）
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填
補
請
求
に
関
す
る
事
件
の
管
轄
権
と
、
公
土
木
（
物
）
に
よ
り
私
人
が
う
け
る
人
身
的
損
害
の
警
世
請
求
に
関
す
る
管
轄
権
の
問
題
で

あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
両
問
題
に
つ
い
て
、
「
個
人
的
権
利
の
保
障
者
た
る
司
法
裁
判
所
」
（
言
ひ
q
⑦
甘
象
。
蛋
β
σ
Q
巽
象
Φ
昌
自
脅
。
一
二
巳
三
9
9
）

が
自
己
の
管
轄
権
を
主
張
し
、
行
政
裁
判
所
と
の
間
に
長
期
に
わ
た
る
権
限
争
議
が
く
り
返
さ
れ
る
が
、
　
結
局
、
　
行
政
権
限
が
確
立
さ

れ
、
し
か
も
県
参
事
会
の
管
轄
権
が
肯
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
権
限
問
題
に
つ
い
て
の
こ
の
よ
う
な
解
決
は
、
主
と
し
て
公
土
木
に
関

す
る
事
件
の
管
轄
を
な
る
べ
く
分
裂
さ
せ
な
い
と
い
う
訴
訟
審
理
上
の
考
慮
に
も
と
ず
く
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
県
参
事
会
の
公
土

木
（
物
）
に
関
す
る
包
括
的
管
轄
権
を
結
果
し
た
こ
と
は
、
一
方
に
お
い
て
、
・
ア
ン
シ
ァ
ン
。
レ
ジ
ー
ム
以
来
の
伝
統
が
強
く
働
い
て
い

た
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
他
方
結
果
的
に
み
て
、
等
し
く
県
参
事
会
の
管
轄
が
み
と
め
ら
れ
る
公
土
木
（
物
）
の
各
種
の
填
補
責
任
に
つ

い
て
、
同
一
の
法
理
が
可
及
的
広
汎
に
支
配
す
る
素
地
を
作
る
こ
と
に
な
っ
た
。

②
　
す
な
わ
ち
、
一
八
一
〇
年
法
以
来
、
公
土
木
の
た
め
収
用
さ
れ
た
不
動
産
の
補
償
開
題
は
、
従
来
の
行
政
権
限
か
ら
除
外
さ
れ
、
司

法
裁
判
所
の
管
轄
に
服
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
や
が
て
司
法
裁
判
所
は
、
直
接
に
収
用
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
財
産
的
利

益
の
喪
失
。
、
黒
熱
に
つ
い
て
も
、
自
己
の
管
轄
権
を
拡
大
す
る
こ
と
を
試
み
る
に
至
る
。
す
な
わ
ち
、
司
法
裁
判
所
は
、
公
的
施
設
と
相

隣
関
係
に
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
私
人
が
蒙
る
、
　
永
続
的
か
つ
特
別
の
損
害
を
、
　
収
用
に
よ
る
財
産
的
利
益
の
喪
失
と
同
視
し
、
そ
の
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
二
）

の
損
害
に
関
す
る
填
補
請
求
を
受
理
し
た
の
で
あ
る
。
現
代
ド
ィ
ッ
法
に
見
ら
れ
る
「
収
用
類
似
の
侵
害
」
の
理
論
に
本
質
的
に
共
通
す

る
見
解
に
よ
っ
て
、
私
権
の
救
済
を
試
み
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
し
か
し
、
　
コ
ン
セ
ィ
ユ
。
デ
タ
は
、
　
こ
の
場
合
に
は
当
該
不
動
産
に
つ
い
て
所
有
権
の
移
転
も
占
有
侵
奪
も
存
し
な
い
の
で
あ
る
か

ら
、
収
用
と
同
視
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
し
て
、
行
政
裁
判
所
の
管
轄
権
を
主
張
し
、
結
局
、
権
限
裁
判
所
も
こ
の
見
解
を
採
用
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
レ
・
三
）

司
法
判
例
も
こ
れ
に
従
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
解
決
が
実
定
法
上
の
も
の
と
し
て
定
着
し
た
の
は
、
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一
八
一
〇
年
法
律
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
収
用
補
償
も
含
め
て
一
切
の
公
土
木
（
物
）
に
関
す
る
問
題
が
包
括
的
に
行
政
権
限
に
属
せ
し
め

ら
れ
て
い
た
か
ら
に
は
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
の
た
あ
、
一
八
一
〇
年
法
に
も
と
ず
く
収
用
に
関
す
る
司
法
権
限
は
、
財
産
権
帰
属
に
変
更

が
あ
る
場
合
に
限
定
さ
れ
、
そ
れ
以
外
の
財
産
的
利
益
の
喪
失
、
殿
損
の
填
補
に
関
す
る
請
求
は
、
す
べ
て
行
政
権
限
に
留
保
さ
れ
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
四
）

と
が
当
然
の
こ
と
と
し
て
承
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
㈹
　
以
上
の
経
緯
を
視
点
を
か
え
て
ふ
り
返
っ
て
見
る
と
、
司
法
判
例
が
あ
る
時
期
に
お
い
て
、
収
用
に
関
す
る
司
法
権
限
を
、
恒
久

的
損
害
に
ま
で
拡
大
し
た
こ
と
は
、
公
土
木
¶
公
的
施
設
に
よ
る
恒
久
的
損
害
を
収
用
に
よ
る
損
害
（
損
失
）
と
法
的
性
質
を
同
じ
く
す

る
も
の
と
し
て
把
握
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
収
用
補
償
は
収
用
権
の
発
動
の
結
果
生
じ
た
損
失
の

填
補
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
公
土
木
（
物
）
に
関
す
る
事
業
の
必
要
に
よ
り
、
’
私
人
の
財
産
権
が
行
政
の
利
益
の
た
め
に
侵
害
さ
れ
た

結
果
の
填
補
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
司
法
権
限
に
属
す
る
い
わ
ゆ
る
間
接
収
用
（
①
×
嘆
8
ユ
註
8
ぎ
象
お
9
①
）
の

補
償
問
題
を
検
討
す
れ
ば
一
そ
う
明
ら
か
に
な
ろ
う
。

　
間
接
収
用
の
曲
ハ
型
的
な
例
と
し
て
、
　
「
誤
・
P
て
設
置
さ
れ
た
施
設
」
　
．
（
§
謹
Ω
。
α
q
Φ
8
巴
冨
き
審
）
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
公
的

施
設
が
、
正
当
な
権
原
な
く
誤
っ
て
、
全
部
ま
た
は
一
部
分
、
私
有
地
の
中
に
設
置
さ
れ
た
場
合
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
法
で
は
、
司
法
裁

判
所
も
行
政
裁
判
所
も
、
完
成
さ
れ
た
公
的
施
設
の
撤
去
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、
当
該
土
地
に
関
す
る
私
入
の
占
有
は
侵
奪

さ
れ
、
行
政
に
よ
る
占
有
が
確
定
的
な
も
の
と
な
る
。
侵
害
を
う
け
た
私
人
の
利
益
の
回
復
は
、
補
償
に
よ
っ
て
は
か
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
が
、
結
果
的
に
い
え
ば
、
公
的
施
設
を
維
持
す
る
行
政
の
特
権
が
、
当
該
土
地
に
関
す
る
私
人
の
権
利
に
優
先
す
る
こ
と
に
な
り
、
正
式

の
収
用
手
続
に
よ
ら
な
い
収
用
が
行
わ
れ
た
も
の
と
し
て
取
扱
わ
れ
、
そ
の
損
害
の
填
補
問
題
に
つ
い
て
は
司
法
裁
判
所
の
管
轄
が
み
と

　
　
　
　
　
　
　
（
十
六
）

め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
フ
ラ
ン
ス
法
で
は
間
接
収
用
は
直
接
収
用
と
法
的
に
同
視
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
間
接
収
用
に
も
と
ず
く
損
失
の
補
償
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論、説

は
、
た
と
え
ば
、
公
的
施
設
を
維
持
す
る
公
益
と
、
そ
の
た
め
犠
牲
に
さ
れ
る
私
益
と
の
調
整
を
は
か
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
一
見
し

て
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
間
接
収
用
に
つ
い
て
い
え
ば
、
損
失
を
生
ぜ
し
め
る
加
害
行
為
は
、
適
法
行
為
で
な
い
。
し
た
が
っ
て

そ
の
填
補
は
、
適
法
な
加
害
行
為
に
よ
る
損
失
の
補
償
で
は
な
い
。
ま
た
実
は
、
こ
の
場
合
の
加
害
行
為
は
、
公
権
力
の
発
動
と
い
う
性

質
す
ら
有
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
な
ん
と
な
れ
ば
、
完
成
さ
れ
た
公
的
施
設
に
つ
い
て
は
も
は
や
、
行
政
に
そ
の
撤
去
を
強
制
す
る
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
モ
　

的
方
法
が
な
い
け
れ
ど
も
、
完
成
前
で
あ
れ
ば
、
司
法
裁
判
所
は
工
事
の
執
行
の
差
止
め
を
命
ず
る
権
限
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
　
　

こ
と
は
、
こ
の
場
合
行
政
が
職
権
執
行
の
特
権
を
有
し
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
に
は
ほ
か
な
ら
な
い
。

㈲
　
共
和
暦
八
年
法
の
適
用
に
関
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
興
味
を
そ
そ
る
第
二
の
問
題
は
、
公
土
木
（
物
）
に
よ
る
人
身
損
害
の
填
補
請
求

に
関
す
る
管
轄
権
の
帰
属
で
あ
る
。
共
和
暦
八
年
法
に
よ
れ
ば
、
「
公
土
木
（
物
）
に
よ
る
損
害
（
齢
。
騨
ψ
馨
畠
。
ヨ
§
自
。
σ
q
①
。
。
）
」
に
つ
い
て

の
争
訟
は
、
県
参
事
会
の
権
限
に
属
す
る
が
、
人
身
損
害
が
、
同
法
の
い
う
「
損
害
」
の
中
に
含
ま
れ
る
か
否
か
が
問
題
と
な
っ
た
の
で

　
　
（
一
九
）

あ
る
。

　
応
身
事
故
が
同
法
の
「
損
害
」
に
含
ま
れ
る
と
す
る
見
解
は
、
同
法
の
い
う
公
土
木
（
物
）
に
よ
る
8
簿
。
・
と
α
o
球
茎
四
σ
q
①
。
・
と
は
、
前

者
が
人
身
に
対
す
る
損
害
を
指
し
、
後
者
が
物
に
対
す
る
損
害
を
意
味
す
る
、
も
し
そ
の
よ
う
な
区
別
を
立
法
者
が
し
て
い
な
か
っ
た
と

し
て
も
、
立
法
者
が
明
示
的
に
除
外
し
な
か
っ
た
損
害
は
す
べ
て
含
ま
れ
る
よ
う
広
い
意
味
に
解
す
る
の
が
正
し
い
と
主
張
す
る
。
と
こ

ろ
で
、
人
身
事
故
は
除
外
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
立
法
者
は
こ
れ
を
物
的
損
害
と
同
一
の
準
則
に
服
せ
し
め
た
こ
と
に
な
る
。

　
右
の
主
張
に
対
し
、
人
身
事
故
が
同
法
の
「
損
害
」
に
含
ま
れ
な
い
と
す
る
説
は
つ
ぎ
の
如
く
主
張
す
る
。
第
一
に
、
人
の
死
傷
と
い

一
う
重
大
な
外
題
に
つ
い
て
は
、
明
示
の
規
定
が
あ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
共
和
暦
八
年
法
の
立
法
者
は
こ
の
点
に
つ
き
沈
黙
し
て
い
る
。
第

二
に
、
共
和
暦
八
年
法
は
一
七
九
〇
年
法
の
延
長
で
あ
る
が
、
一
七
九
〇
年
法
に
お
け
る
損
害
填
補
問
題
の
管
轄
機
関
は
、
市
町
村
機
関

な
い
し
区
執
政
部
で
あ
っ
て
、
と
て
も
人
身
事
故
の
よ
う
な
重
大
な
問
題
を
取
扱
わ
せ
る
に
は
不
適
当
で
あ
っ
九
。
一
七
九
〇
年
法
に
お
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け
る
8
暮
の
畠
山
。
ヨ
ヨ
9
ひ
q
Φ
ω
の
表
現
と
土
ハ
和
暦
八
年
法
の
そ
れ
と
は
、
同
じ
内
容
を
有
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
，
共
和
暦
八
年

余
の
下
で
も
人
身
事
故
を
、
県
参
事
会
の
審
理
に
ゆ
だ
ね
る
意
味
に
解
す
べ
き
で
な
い
。
第
三
に
、
公
土
木
（
物
）
に
関
す
る
立
法
の
一

般
精
神
は
、
行
政
お
よ
び
そ
の
企
業
者
の
財
産
権
と
の
関
係
を
規
律
す
る
こ
と
で
あ
り
、
人
格
権
と
の
関
係
を
規
律
す
る
こ
と
で
は
な
い

と
Q

　
判
例
は
、
こ
れ
ら
両
説
の
間
で
動
揺
を
く
り
返
し
、
一
九
世
紀
未
に
至
っ
て
は
じ
あ
て
、
人
身
事
故
も
県
参
事
会
の
管
轄
に
服
す
る
こ

と
を
確
定
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
県
参
事
会
に
よ
る
審
理
の
み
が
、
先
決
問
題
や
権
限
争
議
の
わ
ず
ら
わ
し
さ
を
避
け
る

こ
と
が
出
来
た
か
ら
に
は
ほ
か
な
ら
な
い
。
勿
論
く
り
返
し
の
べ
る
よ
う
に
、
公
土
木
に
関
す
る
県
参
事
会
の
包
括
的
権
限
が
伝
統
的
に

承
認
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
影
響
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
公
土
木
工
事
の
執
行
、
公
的
施
設
の
宿
意
に
よ
る
人
身
損
害
が
、
法
の
み
と
め
な
い
損
害
で
あ
る
こ
と
は
争
う
余
地
が
な

い
。
県
参
事
会
が
、
人
身
損
害
の
賠
償
責
任
を
も
、
恒
久
的
な
物
的
損
害
と
同
じ
く
管
轄
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
損
害
の
填
補
に

関
す
る
法
理
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
一
九
世
紀
未
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
代
表
的
学
説
を
中
心
に
公
土
木
（
物
）
の
損
害
に
つ
い
て
、
い

か
な
る
法
理
が
構
成
さ
れ
た
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

註
（一

j
U
鋤
話
q
。
8
”
ピ
胆
冒
。
自
ユ
8
㊧
α
B
凶
a
ω
葺
9
。
鉱
〈
①
o
昌
司
鎚
昌
O
ρ
一
〇
〇
⑩
c
o
も
．
一
8
b
・
誌
一
〇
け
ω
’

（
二
）
℃
Φ
8
↓
”
国
一
ω
8
胃
①
ロ
⑦
一
、
〉
五
目
一
巳
ω
霞
四
二
〇
昌
畠
。
の
b
o
昌
↓
ω
雲
。
ゴ
。
億
ω
。
。
⑩
o
。
。
窃
⑩
⑩
⊥
。
。
一
㎝
・
℃
・
ω
N
・

（
三
）
U
碧
。
ω
8
噸
。
や
。
一
け
b
・
蔦
ド
渡
辺
宗
太
郎
「
仏
蘭
西
に
お
け
る
行
政
裁
判
法
の
沿
革
」
　
（
行
政
法
に
於
け
る
全
体
と
個
人
。
所
収
）
三
一
五
頁

（
四
）
∪
巽
。
ω
8
”
o
℃
9
f
℃
肉
樽
↓
ω
⊥
N
轟
．
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説
曇ム・

口冊

（
五
）
寓
Φ
ヨ
。
ヰ
①
　
（
臼
僧
坦
二
。
・
o
詳
）
o
o
旨
。
霞
口
い
ヨ
鷺
蜜
」
霧
静
ヨ
①
昌
匹
二
三
ω
象
b
黛
匡
ω
9
昌
。
・
寂
ω
a
箒
曾
Φ
気
窃
　
窟
。
＜
庁
。
①
ω
簿
懸

　
　
昌
曾
巴
一
高
ω
傷
二
円
○
嘱
鋤
¢
ヨ
ρ
【
a
帥
α
q
①
℃
碧
ζ
・
傷
、
》
⊆
び
Φ
”
ω
霞
δ
a
掃
傷
⊆
o
ず
鋤
暮
Φ
甥
①
門
．
9
融
勺
碧
．
．
U
碧
Φ
。
。
什
ρ
o
や
9
叶
。
b
●
＆
①
．

（ム

n
）
　
一
）
⇔
門
①
の
梓
①
”
O
b
・
O
答
・
W
噂
．
昏
㎝
の
●
ご
櫛
h
O
円
鼠
①
円
①
”
↓
困
O
客
Φ
ユ
O
一
黒
い
富
二
師
砂
鉱
O
旨
9
自
b
凶
昌
一
q
O
導
9
け
一
く
Φ
O
酔
幽
Φ
ω
H
Φ
O
O
＝
鴎
¢
O
O
類
仲
Φ
昌
怠
⑦
謬
婦

　
　
一
〇
σ
⑩
9
　
件
O
ヨ
Φ
一
・
b
℃
’
お
N
⊥
ω
ω
・

（
七
）
県
執
政
部
は
、
県
議
会
（
①
ω
ω
①
膏
三
Φ
Φ
傷
⑦
仙
9
単
二
旨
戸
Φ
ヨ
）
に
よ
り
選
挙
さ
れ
た
八
人
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
、
区
執
政
部
は
区
議
会

　
　
（
餌
ω
o
摩
①
d
り
一
∪
一
①
①
　
傷
①
　
傷
一
ω
齢
H
帥
O
什
）
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
四
人
の
メ
ン
バ
1
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
行
政
機
関
で
あ
り
、
同
時
に
行
政
事
件
を
管

　
　
轄
す
る
哉
判
機
関
で
あ
っ
た
。

（
八
）
U
霞
①
馨
ρ
○
や
。
ご
b
下
穿
α
甲
畠
P
（
ダ
レ
ス
ト
は
一
一
条
と
し
て
い
る
が
四
条
の
あ
や
ま
り
）

（
九
）
U
碧
Φ
霧
ρ
9
●
。
h
叶
G
b
・
与
2
…
勺
雲
。
計
。
℃
・
9
酔
二
や
茸
。
。
一
存
お
・

（一

Z
）
．
ピ
謀
禽
ユ
曾
ρ
o
や
9
蛇
”
ワ
．
お
ω
噂
げ
一
一
・
サ
ま
9

（
十
一
）
　
一
八
三
二
年
の
コ
ソ
セ
イ
ユ
9
デ
タ
権
限
判
決
は
一
方
に
お
い
て
「
．
一
八
一
〇
年
三
月
八
日
法
律
ま
で
、
行
政
の
所
為
よ
り
生
ず
る
損

　
　
害
に
対
し
請
求
さ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
性
質
の
補
償
は
、
」
八
〇
七
年
九
月
一
六
日
法
律
の
定
め
る
原
則
お
よ
び
形
式
に
七
た
が
い
決
済
さ
れ
た
。

　
　
一
八
一
〇
年
三
月
八
日
法
律
は
こ
の
事
物
の
状
態
に
対
し
、
公
用
収
用
ま
た
は
収
用
の
直
接
の
結
果
で
あ
る
損
害
に
関
す
る
限
り
、
変
更
を
加

　
　
え
た
も
の
で
あ
る
」
と
判
示
し
、
他
方
、
「
県
参
事
会
が
、
共
和
歴
八
年
雨
月
二
八
日
法
律
に
よ
り
、
企
業
者
の
個
人
的
所
為
よ
り
生
ず
る
損
害

　
　
に
関
し
て
不
服
の
あ
る
個
人
の
申
立
て
に
つ
い
て
権
限
を
有
す
る
と
す
れ
ば
、
よ
り
強
い
理
由
を
も
っ
て
こ
れ
ら
参
事
会
は
、
行
政
に
よ
り
命
．

　
　
ぜ
ら
れ
．
、
ま
た
は
そ
の
監
督
の
下
に
執
行
さ
れ
る
．
工
事
の
結
果
第
三
者
に
支
・
払
う
べ
き
補
償
の
決
済
に
つ
い
て
権
限
を
有
す
る
」
こ
と
を
宣
言

　
　
す
る
・
ρ
国
b
o
昌
窪
♂
℃
融
h
雲
含
U
o
口
げ
。
・
”
茜
昌
。
＜
o
三
雲
〇
一
G
・
ω
P
男
’
簿
い
●
＜
．
蟹
0
9
＄
℃
9
。
門
国
O
①
。
測
ぎ
”
ゼ
鋤
器
の
℃
o
昌
鶏
三
葺
ひ

　
　
◎
O
一
、
国
什
①
酔
①
昌
住
①
げ
O
叫
ω
畠
Φ
の
O
O
旨
言
山
け
¢
α
O
閃
》
口
く
口
H
蝕
一
〇
〇
N
ω
’
眉
℃
．
ω
一
①
一
ω
ω

（
十
二
）
O
⇔
ω
ω
二
D
O
①
〈
円
埠
一
。
◎
ω
ω
・

　
O
算
．
辱
・
圃
剛
も
．
一
①
O
．

O
O
ヨ
ヨ
億
昌
①
畠
。
］
≦
o
巳
貯
い
　
D
ω
9
く
門
雛
一
c
o
ω
c
◎
”
b
蒜
h
厳
儀
①
一
、
○
答
雷
①
o
諜
ひ
娼
碧
　
い
無
①
擁
ユ
①
戦
ρ
o
℃
・

（
十
三
）
↓
ユ
び
．
6
0
鋤
一
4
三
三
鋤
お
一
。
。
α
0
8
ず
。
露
9
ω
ω
貰
i
ω
0
9
〈
註
一
。
・
㎝
9
ζ
鎖
国
冨
N
…
－
冒
言
仁
一
簿
一
。
。
㎝
ご
国
恥
錠
畠
・
O
霧
ω
・
・
鵠
§
錠
の

　
　
一
。
。
認
”
只
蝋
露
．
自
σ
一
、
》
一
α
q
①
5
1
一
〇
鋤
O
窪
”
も
詠
h
o
什
住
Φ
℃
¢
￥
傷
？
U
O
日
ρ
9
は
の
℃
緯
い
a
葭
円
溶
お
。
℃
’
9
け
幹
．
昌
層
や
δ
一
h
．
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り
　
’

（
十
四
）
註
（
十
一
）
参
照

（
十
五
）
O
・
国
●
6
0
ロ
剛
一
罫
N
冒
≡
o
け
一
。
・
α
9
幻
。
玄
昌
◎
o
O
自
差
9
q
等
色
ρ
ω
・
一
。
。
α
吾
P
り
N
一
ω

（
十
六
）
　
「
誤
っ
て
設
置
さ
れ
た
施
設
」
以
外
に
、
境
界
査
定
に
よ
り
私
有
地
が
公
物
の
区
域
内
に
誤
っ
て
編
入
さ
れ
た
場
合
、
鉄
道
敷
地
下
の
鉱
坑

　
開
発
の
恒
久
的
禁
止
、
回
転
橋
の
操
作
を
自
由
に
す
る
た
め
に
、
附
近
の
家
屋
を
一
定
の
高
さ
以
上
に
建
て
る
こ
と
を
禁
止
す
る
建
築
制
限
の
場

　
合
が
間
接
収
用
の
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
ピ
鋤
富
箕
δ
＄
い
。
や
鼠
～
什
一
噂
℃
㌘
望
N
l
ω
茸
●
口
”
ロ
ユ
。
ξ
勺
【
ひ
。
冨
侮
。
臼
。
悼
毘
邑
三
ω
＃
1

　
葺
罵
Φ
什
α
⑦
ら
円
。
津
℃
償
び
一
一
〇
●
蔦
⑦
ひ
9
宰
。
。
8
雲
ω
．

（
十
七
）
一
〇
の
ω
o
”
o
や
9
酔
・
も
●
ω
お

（
十
八
）
6
h
’
零
巴
ぎ
ρ
U
円
。
淳
⇔
山
ヨ
貯
宏
霞
鐸
一
ひ
⑩
Φ
①
P
O
・
⑩
ご

（
十
九
）
い
無
①
議
陣
曾
ρ
o
℃
・
9
け
・
紳
・
N
”
切
℃
・
一
①
U
9
ω
・

第
三
章
　
公
土
木
（
物
）
責
任
の
法
理

轍
、
公
土
木
（
物
）
に
よ
る
損
害
の
法
的
性
質

ω
　
公
土
木
工
事
の
執
行
㊧
よ
び
公
的
施
設
の
存
在
、
管
理
方
法
に
起
因
七
て
私
人
が
蒙
る
損
害
は
、
恒
久
的
損
害
で
あ
れ
事
故
に
よ
る

人
身
損
害
あ
る
い
は
物
的
損
害
で
あ
れ
、
す
べ
て
県
参
事
会
（
一
九
五
三
年
改
革
後
は
行
政
裁
判
所
）
の
管
轄
に
服
す
る
と
い
う
原
則
が

確
立
し
た
の
は
、
前
述
の
と
お
り
、
一
九
世
紀
未
で
あ
っ
た
。
判
例
は
そ
の
後
の
発
展
に
お
い
て
、
公
土
木
（
物
）
責
任
の
分
類
に
関
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
こ

恒
久
的
損
害
と
事
故
に
よ
る
損
害
と
い
う
基
準
を
と
ら
ず
、
今
日
で
は
む
し
ろ
被
害
者
が
公
土
木
　
（
物
）
　
の
利
用
者
で
あ
る
か
第
三
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

で
あ
る
か
と
い
う
区
別
に
重
要
な
意
義
を
認
め
る
に
至
っ
て
い
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
現
在
に
お
け
る
公
土
木
（
物
）
責
任
法
理
の
詳

し
い
分
析
は
別
の
機
会
に
ゆ
ず
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
公
土
木
（
物
）
責
任
に
対
す
る
無
過
失
主
義
の
適

用
に
つ
い
て
、
恒
久
的
損
害
と
事
故
に
よ
る
損
害
の
区
別
が
現
在
消
滅
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
当
初
、
恒
久
的
損
害
に
つ
い
て
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説，

構
成
さ
れ
た
法
理
が
、
事
故
に
よ
る
損
害
に
も
及
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

②
　
恒
久
的
損
害
と
億
、
定
義
的
に
い
え
ば
、
　
「
公
的
施
設
に
よ
り
惹
起
さ
れ
る
恒
久
的
か
っ
継
続
的
作
用
に
よ
り
生
ず
る
財
産
上
の
損

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

害
で
、
財
産
価
値
を
決
定
的
に
減
少
せ
し
め
る
も
の
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
損
害
は
、
道
路
工
事
に
よ
り
出
入
り
の
便
宜
を
全
く
失
っ

た
か
又
は
著
し
い
程
度
に
失
っ
た
道
路
隣
地
者
と
か
、
射
撃
場
が
近
接
し
て
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
私
有
地
の
価
格
が
減
少
し
た
場
合

に
そ
の
典
型
的
な
例
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
　
も
し
被
害
者
が
収
用
の
相
手
方
で
あ
り
、
　
収
用
時
に
そ
の
発
生
が
確
実
で
あ
っ
た
場
合
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

は
、
　
フ
ラ
ン
ス
法
で
は
当
然
に
収
用
補
償
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
利
益
の
喪
失
で
あ
る
。
　
手
続
上
も
、
県
参
事
会
の
審
理
に
お
い

て
、
請
求
の
原
因
で
あ
る
恒
久
的
損
害
が
す
で
に
収
用
補
償
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
と
き
は
、
県
参
事
会
は
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
　
　

れ
を
先
決
問
題
と
し
て
、
当
該
収
用
を
管
轄
し
た
司
法
裁
判
所
に
事
件
を
移
送
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
一
九
世
紀
の

司
法
判
例
は
、
公
土
木
（
物
）
に
よ
る
恒
久
的
損
害
を
収
用
損
失
と
同
視
し
た
の
で
あ
る
し
、
こ
の
見
解
は
、
当
時
の
有
力
な
行
政
法
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
）

説
に
よ
っ
て
も
支
持
さ
れ
て
い
た
。

圖
　
し
か
し
、
結
局
、
フ
ラ
ン
ス
法
の
制
度
と
学
説
を
支
配
し
た
の
は
、
恒
久
的
損
害
は
収
用
損
失
と
は
法
的
性
質
を
異
に
し
両
者
を
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
）

平
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
理
論
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
収
用
と
は
範
疇
を
異
に
す
る
法
的
原
因
に
よ
り
生
じ
た
、
公
土
木
（
物
）

損
害
の
填
補
に
関
し
て
、
　
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
の
学
説
は
ど
の
よ
う
な
法
理
を
構
成
し
、
　
損
害
墳
補
の
責
任
を
何
に
よ
っ
て
根
拠
づ
け
た

で
あ
ろ
う
か
。
つ
ぎ
に
わ
れ
わ
れ
は
、
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
フ
ラ
ン
ヌ
行
政
法
の
理
論
的
基
礎
を
体
系
化
し
た
、

ラ
フ
ェ
リ
エ
ー
ル
、
オ
ー
リ
ウ
、
お
よ
び
デ
ュ
ギ
ー
の
学
説
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

二
、
ラ
フ
ェ
リ
エ
ー
ル
の
学
説

ω
　
ラ
フ
ェ
リ
エ
ー
ル
は
、
過
失
主
義
に
も
と
ず
く
民
法
典
の
規
定
が
、
行
政
法
関
係
に
お
い
て
妥
当
性
を
欠
く
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ず
公
土
木
（
物
）
に
関
す
る
行
政
責
任
が
、
無
過
失
責
任
に
則
っ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
る
。
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す
な
わ
ち
、
土
地
所
有
者
で
あ
る
私
人
は
、
警
察
法
規
と
法
定
間
隔
さ
え
守
ウ
て
お
れ
ば
、
何
ら
隣
地
者
を
顧
慮
す
る
こ
と
な
く
、
そ

の
所
有
地
に
お
い
て
建
築
、
盛
土
沸
発
掘
等
の
工
事
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
官
己
の
所
有
地
を
掘
さ
く
中
に
、
他
人
の
井
戸
を
澗
ら
し

た
り
水
源
を
止
め
た
り
し
て
も
、
賠
償
責
任
を
負
う
こ
と
は
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
公
土
木
（
物
）
に
つ
い
て
は
、
行
政
が
そ
の
権
利
の
範
囲
内
で
法
律
の
定
め
る
義
務
を
順
守
し
て
い
て
も
、
工
事
の
執
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
）

あ
る
い
は
公
的
施
設
の
存
在
に
よ
り
他
人
に
損
害
を
及
ぼ
し
た
場
合
に
は
、
行
政
は
損
害
賠
償
の
責
任
を
負
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
〇
）

②
　
こ
の
よ
う
に
、
行
政
の
無
過
失
責
任
が
み
と
め
ら
れ
る
根
拠
と
し
て
、
三
つ
の
理
由
を
ラ
フ
ェ
リ
エ
ー
ル
は
あ
げ
る
。

　
そ
の
第
一
は
、
公
土
木
と
し
て
行
わ
れ
る
大
規
模
な
工
事
か
ら
生
ず
る
危
険
が
、
例
外
的
に
大
き
い
こ
と
で
あ
る
。
民
落
下
が
予
想
し

て
い
る
の
は
、
市
民
各
自
に
よ
る
通
常
の
財
産
利
用
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
生
ず
る
隣
地
へ
の
危
険
は
、
各
人
に
と
っ
て
相
互
性
を
も
つ
。

し
た
が
っ
て
、
私
人
の
財
産
利
用
よ
り
生
ず
る
損
害
に
つ
い
て
は
、
過
失
主
義
が
妥
当
す
る
と
し
て
も
、
公
土
木
（
物
）
の
損
害
に
つ
い

て
は
、
過
失
を
要
件
と
し
な
い
填
補
責
任
を
み
と
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
第
二
の
理
由
は
、
公
土
木
の
執
行
に
つ
い
て
、
行
政
が
自
己
に
固
有
な
特
権
（
凛
爾
。
α
q
舞
貯
。
の
）
を
行
使
す
る
こ
と
で
あ
る
。
公
土
木

の
必
要
の
た
め
に
、
　
行
政
は
広
大
な
土
地
を
収
用
す
る
権
能
を
有
す
る
の
で
あ
っ
て
、
　
こ
れ
ら
の
土
地
を
、
私
的
所
有
者
の
自
由
な
利

用
、
処
分
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
私
有
地
と
同
視
し
う
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
特
定
の
目
的
の
た
あ
に
、
公
権
力
の
行
為
（
霧
8
自
①

冨
◎
巳
。
。
ω
鴛
6
0
噂
ロ
三
5
器
）
に
よ
っ
て
馬
行
政
の
手
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
第
三
は
、
公
的
施
設
が
、
社
会
（
6
0
＝
o
o
ユ
乱
軍
）
の
利
益
に
役
立
つ
べ
き
も
の
で
あ
る
以
上
、
そ
の
た
め
の
負
担
も
、
社
会
の
全

員
に
平
等
に
分
配
さ
れ
る
の
が
正
当
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
公
土
木
（
物
）
に
よ
り
損
害
を
受
け
た
者
は
、
被
収
用

者
と
同
様
に
、
補
償
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
説
明
す
る
。

個
　
こ
の
ラ
フ
ェ
リ
福
二
ル
の
見
解
に
つ
い
て
、
「
ま
ず
注
意
す
べ
き
は
、
彼
が
、
公
土
木
よ
り
生
ず
る
損
害
を
物
的
損
害
と
釣
的
損
害
、
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ニム，

鳶｝lq 説

な
い
し
恒
久
的
損
害
と
事
故
に
よ
る
損
害
と
に
区
別
す
る
こ
と
な
く
、
一
括
し
て
無
過
責
任
を
み
と
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
右
に
あ
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
槌

た
三
つ
の
理
由
も
、
公
土
木
（
物
）
よ
り
生
ず
る
一
切
の
損
害
に
つ
い
て
妥
当
す
る
も
の
と
考
え
て
い
た
も
の
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
劉

　
つ
ぎ
に
、
彼
の
根
拠
論
に
お
い
て
す
で
に
、
後
の
学
説
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
る
例
外
的
危
険
の
観
念
お
よ
び
公
土
木
に
お
け
る
行
政
の
　
6
・

特
権
（
と
均
衡
を
は
か
る
た
め
の
無
過
失
責
任
）
・
の
観
念
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
興
味
を
ひ
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

ざ
ら
に
彼
は
・
公
条
に
よ
り
響
を
う
け
た
者
は
・
公
用
収
用
を
う
け
た
も
の
と
同
楚
補
償
を
与
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
す
晒

る
。
こ
め
場
合
、
彼
が
公
土
木
に
よ
る
人
身
損
害
ま
で
も
考
慮
に
い
れ
て
い
た
か
ど
う
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
、
公
の
負
担

の
前
の
平
等
原
則
が
、
す
で
に
示
唆
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
公
土
木
の
・
た
め
の
収
用
と
、
公
土
木
よ
り
生
ず
る
損
害
と
が
、

そ
れ
に
対
す
る
填
補
の
必
要
性
を
同
じ
く
す
る
に
も
拘
ら
ず
、
　
損
害
の
填
補
を
義
務
ず
け
る
根
拠
を
、
　
行
政
の
「
責
任
」
に
求
め
た
の

は
、
契
約
外
に
お
け
る
債
務
の
発
生
原
因
と
し
て
収
用
概
念
以
外
に
は
、
不
法
行
為
「
責
任
」
の
範
疇
し
か
な
か
っ
た
か
ら
に
は
ほ
か
な

ら
な
い
。
こ
の
場
合
、
収
用
概
念
を
用
い
え
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
詳
細
に
説
明
し
た
よ
う
に
、
権
限
分
配
の
隠
題
が
あ
っ

た
の
で
あ
る
ゆ
、

二
、
オ
ー
リ
ウ
の
学
説

ω
　
オ
ー
リ
ウ
は
、
公
土
木
（
物
）
よ
り
生
ず
る
損
害
を
、
恒
久
的
損
害
と
事
故
に
よ
る
損
害
と
に
分
け
る
。
こ
の
区
別
の
実
益
は
、
恒

久
的
損
害
が
公
的
施
設
ど
相
隣
関
係
に
あ
る
財
産
に
つ
い
て
の
損
害
で
、
無
過
失
主
義
に
よ
る
賠
償
が
み
と
め
ら
れ
る
の
に
対
し
、
事
故

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
一
）

に
よ
る
損
害
は
、
入
的
物
的
損
害
を
含
み
殆
ど
常
に
過
失
主
義
（
役
務
の
過
失
）
に
よ
り
賠
償
責
任
が
生
ず
る
点
に
あ
る
と
い
う
。

　
し
か
も
オ
ー
リ
ウ
の
理
論
の
独
自
性
は
、
恒
久
的
損
害
の
賠
償
責
任
を
、
危
険
な
ど
の
観
念
で
な
く
、
不
当
利
得
（
①
霞
ざ
霞
ω
の
①
日
①
纂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
二
）

ω
き
ω
8
怠
ω
⑦
）
の
法
理
の
中
に
求
め
よ
う
と
し
た
こ
と
に
あ
、
る
。
す
な
わ
ち
、
無
過
失
責
任
を
基
礎
づ
け
る
正
義
の
原
則
は
、
彼
に
よ

れ
ば
、
、
不
当
利
得
め
原
則
で
あ
り
、
そ
れ
は
｛
人
民
の
う
け
た
損
害
が
行
政
の
側
の
財
産
的
利
得
と
対
応
す
る
こ
と
、
お
よ
び
行
政
の
側
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の
利
得
が
、
ω
碧
ω
o
窪
ω
o
に
（
原
因
な
く
）
生
ず
る
こ
と
を
要
件
と
す
る
。
行
政
の
利
得
は
、
積
極
的
な
財
産
の
増
加
に
よ
っ
て
生
ず
る

場
合
だ
け
で
な
く
、
人
民
の
損
害
に
よ
っ
て
出
掲
が
回
避
さ
れ
た
場
合
を
も
含
む
も
の
で
あ
り
、
原
因
な
き
利
得
と
は
、
収
用
権
、
公
土

木
権
、
立
法
権
の
ご
と
き
普
通
法
外
の
権
利
（
脅
。
即
ω
①
×
o
目
げ
一
骨
暮
。
・
）
　
を
行
政
が
行
使
す
る
こ
と
に
よ
り
生
ず
る
利
得
、
す
な
わ
ち
権

利
の
通
常
の
行
使
よ
り
生
じ
な
い
特
別
の
（
ω
冨
。
一
Ω
。
一
）
損
害
に
対
応
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。

　
と
く
に
公
土
木
（
物
）
に
よ
る
恒
久
的
損
害
の
場
合
に
は
、
オ
ー
リ
ゥ
に
よ
れ
ば
、
損
害
の
態
様
と
権
利
の
普
通
法
外
の
行
使
の
二
つ

の
要
素
が
見
出
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
　
公
的
施
設
が
相
隣
関
係
に
あ
る
財
産
に
及
ぼ
す
損
害
を
、
　
別
の
（
よ
り
費
用
の
か
か
る
）
設
計

に
よ
れ
ば
回
避
で
き
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
行
政
が
当
該
の
設
計
を
採
用
し
た
こ
と
は
何
ら
過
失
を
構
成
七
な
い
と
し
て
も
㍉
そ
の
損
害

は
、
行
政
が
出
掲
を
手
び
か
え
た
こ
と
に
よ
り
（
①
ロ
ヨ
。
ぎ
ω
山
9
0
昌
器
艮
）
生
じ
た
も
の
で
、
被
害
者
の
損
害
賠
償
請
求
は
、
不
当
利
得

に
よ
り
根
拠
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
ト
ン
ネ
ル
の
掘
さ
く
に
よ
る
私
有
地
の
水
源
澗
渇
と
い
う
、
公
土
木
の
恒
久
的
損
害
の
古
典

的
な
例
を
あ
げ
る
と
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
よ
う
な
大
規
模
な
土
地
の
掘
さ
く
は
、
土
地
所
有
権
の
通
例
の
利
用
に
入
ら
な
い
の
で
あ
っ
て

ま
さ
に
権
利
の
普
通
法
外
の
行
使
（
β
紹
σ
q
ρ
o
×
自
び
騨
。
嘗
畠
、
煽
”
紆
。
津
）
を
構
成
し
、
不
当
利
得
に
よ
る
請
求
を
理
由
あ
ら
し
め
る

　
　
　
（
十
三
）

こ
と
に
な
る
。

②
　
前
述
の
よ
う
に
、
オ
ー
リ
ウ
は
公
土
木
（
物
）
の
事
故
に
よ
る
人
的
物
的
損
害
は
、
殆
ど
常
に
役
務
過
失
の
範
疇
に
属
す
る
で
あ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
＋
四
）

う
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
過
失
の
観
念
に
よ
り
賠
償
が
根
拠
づ
け
ら
れ
る
と
の
べ
る
。
・
事
故
に
よ
る
損
害
に
つ
い
て
無
過
失
責
任
の
成
立

す
る
余
地
が
あ
る
と
考
え
る
の
か
、
あ
る
と
す
れ
ば
如
何
な
る
場
合
か
に
つ
い
て
は
、
彼
の
所
説
か
ら
は
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
、
恒

久
的
弓
ぼ
コ
に
つ
い
て
の
み
無
過
失
責
任
を
み
と
め
よ
う
適
す
る
態
度
か
ら
す
れ
ば
、
彼
が
事
故
に
よ
る
損
害
に
つ
い
て
、
過
失
責
任
の
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

則
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
，
ま
た
、
た
し
か
に
、
事
故
に
よ
り
損
害
が
発
生
す
れ
ば
、
殆
ど
常
に
、
公
土
木
（
物
）

に
関
す
ろ
役
務
の
過
失
が
認
定
さ
れ
る
か
又
は
推
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
こ
の
場
合
の
行
政
責
任
が
無
過
失
に
よ
り
成
立
す
る
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論　i滋

と
す
れ
ば
、
　
過
失
の
有
無
は
全
然
問
題
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
　
オ
ー
リ
ゥ
が
事
故
に
よ
る
損
害
に
つ
い
て
過
失
を
問
題
と
す
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

は
、
過
失
主
義
を
み
と
め
た
う
え
で
、
殆
ど
常
に
役
務
過
失
の
存
在
が
実
際
上
認
定
な
い
し
推
定
さ
れ
る
と
解
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

㈹
　
オ
ー
リ
ゥ
の
学
説
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
恒
久
的
損
害
に
つ
い
て
の
行
政
責
任
を
不
当
利
得
の
法
理
に
よ
り
理
由
づ
け
る

に
あ
た
っ
て
、
恒
久
的
損
害
と
収
用
損
失
と
を
法
的
に
同
じ
性
質
の
も
の
と
考
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
初
期
の
思
想
に
お
い

て
は
、
　
両
者
の
公
的
負
担
の
平
等
の
原
則
と
の
関
連
を
強
調
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。
　
「
行
政
に
よ
り
遂
行
さ
れ
る
特
別
の
作
用

（
8
曾
9
。
怠
。
昌
の
ω
b
ひ
9
巴
。
ω
）
の
結
果
、
特
別
の
価
格
減
少
を
生
じ
た
財
産
を
有
す
る
人
民
は
、
貢
献
す
べ
き
分
担
分
と
の
比
例
を
失
し

た
価
値
を
共
同
財
産
に
支
払
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
こ
の
価
値
が
行
政
の
財
産
に
終
局
的
に
獲
得
さ
れ
た
ま
ま
で

い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
な
ん
ら
正
当
な
原
因
ハ
冒
。
。
け
ρ
o
窪
。
。
o
）
が
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
補
償
（
賠
償
）
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
五
）

て
の
権
利
が
み
と
め
ら
れ
る
。
」
そ
し
て
、
　
不
当
利
得
に
も
と
ず
く
補
償
の
法
理
の
主
要
な
適
用
例
が
、
　
第
一
に
収
用
補
償
で
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
六
）

が
、
特
別
法
に
よ
り
そ
の
当
初
の
性
質
を
失
い
、
現
在
で
は
公
土
木
（
物
）
の
損
害
の
場
合
で
あ
る
と
附
け
加
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

の
論
述
に
比
べ
る
と
、
後
期
の
思
想
で
は
、
む
し
ろ
公
土
木
（
物
）
に
関
す
る
行
政
の
特
権
が
、
　
（
収
用
権
の
肴
使
と
同
じ
く
）
不
当
利

得
成
立
の
要
件
と
さ
れ
て
い
る
点
で
、
若
干
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
相
異
が
見
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
公
土
木
（
物
）
の
恒
久
的

損
害
と
収
用
損
失
と
が
ほ
ん
ら
い
同
一
の
法
理
の
適
用
を
う
け
る
べ
き
も
の
と
い
う
基
本
に
お
い
て
は
、
　
何
ら
の
変
化
も
な
い
の
で
あ

る
。三

　
デ
ュ
ギ
ー
の
学
説

ω
　
デ
、
ユ
ギ
ー
は
、
さ
き
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
公
土
木
（
物
）
に
よ
る
行
政
責
任
が
、
公
権
力
の
無
責
任
の
原
則
が
支
配
し
て
い
た
一

九
世
紀
初
頭
か
ら
例
外
的
に
ひ
ろ
く
認
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
、
大
革
命
に
よ
り
確
立
さ
れ
た
所
有
権
不
可
侵
の
原
則
に
よ
る
も
の
と
指

　
（
十
七
）

摘
す
る
。
し
か
し
彼
は
他
方
、
別
の
箇
所
で
「
公
土
木
の
執
行
が
な
ん
ら
非
難
の
余
地
が
な
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
行
政
は
そ
の
こ
と
か
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ら
損
害
を
う
け
る
す
べ
て
の
所
有
権
者
に
対
し
責
任
を
負
う
。
…
…
…
公
的
活
動
が
正
規
に
適
法
に
行
わ
れ
た
場
合
に
お
け
る
こ
の
行
政

責
任
は
、
　
公
的
負
担
の
前
の
平
等
原
則
と
、
　
そ
れ
が
特
定
人
の
不
利
益
に
お
い
て
破
ら
れ
た
と
き
均
衡
を
回
復
す
べ
き
全
体
財
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
八
）

（
6
鋤
一
ω
ω
①
　
O
O
一
一
〇
〇
酔
凶
く
①
）
　
の
義
務
と
に
も
と
ず
く
客
観
的
責
任
の
観
念
に
よ
っ
て
の
み
説
明
さ
れ
う
る
。
」
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
彼
に
と
っ
て
公
土
木
（
物
）
に
よ
る
人
的
損
害
に
関
す
る
問
題
は
、
国
が
公
土
木
の
適
法
な
執
行
に
よ
っ
て
生
じ
た
物
的

損
害
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
以
上
、
人
的
損
害
に
つ
い
て
も
責
任
を
負
う
と
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
明
白
で
あ
る
。
た
だ
し
、
　
「
人
的
損
害
は
、
極
め
て
通
例
に
、
解
怠
、
操
作
の
不
手
際
、
工
事
執
行
に
お
け
る
過
失
、
あ
る
い
は
施
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
）

維
持
に
お
け
る
置
捨
、
一
言
で
い
え
ば
公
役
務
の
過
失
よ
り
生
ず
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
　
と
説
く
点
に
は
オ
ー
リ
ウ
の
場
合
と
同
様

な
疑
問
．
が
生
じ
、
論
旨
が
明
ら
か
で
な
い
。

②
　
デ
ュ
ギ
ー
の
行
政
責
任
論
に
お
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
行
政
責
任
が
、
　
公
的
負
担
の
前
の
平
等
原
則
と
、
社
会
的
危
険
（
行
政
的
危

険
）
に
つ
い
て
の
全
体
財
産
に
よ
る
保
険
（
笛
ω
ω
一
日
【
潜
昌
O
O
）
の
観
念
に
よ
り
根
拠
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
点
が
彼
の
近
代
フ
ラ
ン
ス
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
÷
）

政
法
に
お
け
る
重
要
な
貢
献
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
彼
に
と
っ
て
は
公
土
木
（
物
）
の
損
害
に
関
す

る
行
政
責
任
も
、
こ
の
一
般
法
理
の
特
定
領
域
に
お
け
る
単
純
な
適
用
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
彼
に
と
っ
て
は
、
公
土
木
（
物
）

責
任
は
他
の
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
行
政
責
任
と
同
じ
法
的
性
質
を
も
ち
、
そ
の
特
異
性
が
無
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
フ
ラ

ン
ス
行
政
法
に
お
い
て
最
も
早
く
確
立
し
た
、
公
土
木
（
物
）
責
任
の
理
論
を
、
他
の
公
役
務
に
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
へ
と
導
く
。
す
な

わ
ち
、
公
土
木
の
執
行
に
関
す
る
行
政
責
任
は
、
既
設
の
公
的
施
設
の
利
用
か
ら
生
ず
る
損
害
に
も
容
易
に
適
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

そ
の
過
程
の
延
長
と
し
て
「
種
類
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
公
役
務
の
運
営
に
際
し
て
生
ず
る
国
の
一
般
的
責
任
」
と
く
に
無
過
失
責
任
が
承

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
一
）

認
さ
れ
る
べ
き
こ
と
に
な
る
。

　
し
か
し
そ
の
反
面
彼
の
学
説
で
は
、
　
過
失
責
任
と
無
過
失
責
任
の
差
異
が
否
定
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
　
こ
れ
を
適
用
す
べ
き
場
合

の
区
別
も
論
理
的
に
承
認
さ
れ
え
な
い
。
す
な
わ
ち
、
　
行
政
作
用
の
諸
領
域
の
う
ち
で
、
　
特
に
無
過
失
責
任
を
認
め
る
べ
き
場
合
を
区
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論説
別
す
る
之
と
は
、
彼
の
体
系
に
お
い
て
は
不
可
能
で
あ
る
。

　
ラ
フ
ェ
リ
エ
ー
ル
や
オ
ー
リ
ウ
が
、
公
土
木
（
物
）
の
無
過
失
責
任
を
根
拠
づ
け
る
た
め
に
、
　
「
相
互
性
を
欠
く
例
外
的
な
危
険
」
の

観
念
や
、
　
「
行
政
の
特
権
」
の
観
念
を
採
用
し
た
こ
と
と
対
比
す
れ
ば
、
デ
ュ
ギ
ー
学
説
の
特
長
は
明
ら
か
で
あ
る
。
デ
ュ
ギ
ー
に
と
っ

て
、
公
土
木
の
無
過
失
責
任
が
早
く
か
ら
承
認
さ
れ
た
の
は
、
所
有
権
の
保
障
が
こ
の
領
域
で
特
に
つ
よ
く
痛
感
さ
れ
た
か
ら
に
外
な
ら

な
い
。
行
政
の
特
権
の
観
念
は
、
行
政
責
任
法
理
の
展
開
に
と
つ
・
て
マ
イ
ナ
ス
の
要
素
で
し
か
あ
り
え
な
い
。

　
か
く
て
、
ラ
フ
ェ
リ
エ
ー
ル
や
オ
ー
リ
ウ
に
お
い
て
は
、
　
公
土
木
（
物
）
に
特
有
の
責
任
理
論
を
構
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
　
公
土
木

（
物
）
と
共
通
の
要
素
を
も
つ
特
定
領
域
に
、
無
過
失
責
任
の
原
則
を
拡
大
す
る
（
オ
ー
リ
ウ
の
場
合
は
、
彼
の
不
法
利
得
理
論
の
及
ぶ

範
囲
で
あ
る
が
）
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
が
、
デ
ュ
ギ
ー
に
に
お
い
て
は
、
責
任
理
論
一
般
の
体
系
的
基
礎
を
提
供
す
る
止
ま
り
、
現

実
の
諸
問
題
に
つ
い
て
有
効
な
理
論
を
構
成
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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．
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⑩
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収
用
を
公
土
木
（
物
）
　
損
害
に
含
ま
し
め
る
こ
と
を
批
判
し
て
　
「
収
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損
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⑦
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い
な
い
。
彼
の
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利
得
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、
行
政
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過
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用
範
囲
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定

　
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
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論
の
撤
回
後
も
彼
の
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に
変
化
は
な
い
。
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や
9
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轟
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（
二
〇
）
　
「
（
圏
が
責
任
を
負
う
の
は
）
も
っ
ぱ
ら
人
民
を
一
切
の
社
会
的
危
険
、
国
の
介
入
よ
り
生
ず
る
一
切
の
損
害
に
対
し
、
そ
の
介
入
が
適
法

　
か
つ
非
難
の
余
地
の
な
い
も
の
で
あ
れ
、
あ
る
、
い
は
、
そ
れ
が
公
務
員
の
過
失
ま
た
は
解
怠
を
伴
う
と
き
は
一
そ
う
当
然
に
、
国
が
人
民
を
保
険

　
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
」
U
口
ゆ
q
鼠
r
o
b
．
9
～
写
鉢
ω
①
●

（一

＝
j
U
ロ
o
q
鼠
酔
・
o
℃
．
9
～
Ψ
鉢
の
①
●
は
国
家
責
任
に
つ
い
て
無
過
失
主
義
が
全
面
的
に
支
配
す
る
の
は
　
「
事
物
と
法
的
発
展
の
法
理
」
で
あ
る32　（2－6・63）　163



論説

と
力
説
す
る
。

む
　
す
　
び

ω
　
以
上
の
べ
た
と
こ
ろ
に
よ
り
、
公
土
木
（
物
）
に
関
す
る
行
政
の
無
過
失
責
任
は
、
収
用
補
償
と
そ
の
法
的
性
質
を
区
別
し
が
た
い

こ
と
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
に
お
い
て
両
者
が
別
個
の
制
度
と
し
て
発
展
し
た
の
は
、
も
っ
ぱ
ら
司
法
、
行
政
の
権
限

分
配
の
結
果
で
あ
る
こ
と
、
し
か
し
公
土
木
（
物
）
責
任
が
収
用
補
償
と
別
個
に
取
扱
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
無
過
失
責
任
の
法
理
が
、

行
政
法
に
お
い
て
ひ
ち
い
適
用
可
能
性
を
も
つ
に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
え
た
と
思
う
。

　
じ
っ
さ
い
、
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
に
お
い
て
、
無
過
失
責
任
の
法
理
の
公
土
木
の
領
域
以
外
え
の
適
用
を
確
立
し
た
の
は
、
す
で
に
の
べ

た
よ
う
に
、
一
九
一
九
年
の
ル
ニ
ヨ
ー
。
デ
ロ
ジ
ェ
事
件
と
こ
れ
に
つ
づ
く
一
九
二
〇
年
の
コ
ラ
ス
事
件
の
判
例
で
あ
っ
て
、
両
者
は
と

も
に
、
軍
用
爆
発
物
の
事
故
に
よ
る
損
害
に
つ
い
て
、
危
険
責
任
の
法
理
を
適
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
最
初
の
判
決
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

は
、
公
土
木
（
物
）
責
任
の
法
理
の
影
響
が
顕
著
で
あ
り
、
公
土
木
（
物
）
責
任
の
適
用
そ
の
も
の
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
ル
ニ
ヨ
i
・
デ
ロ
ジ
ェ
事
件
判
決
は
い
う
。
　
「
軍
事
的
必
要
に
迫
ら
れ
て
、
簡
略
な
組
織
条
件
に
お
い
て
な
さ
れ
た
こ
れ

ら
の
操
作
は
、
相
隣
関
係
か
ら
通
常
結
果
す
る
危
険
の
限
界
を
こ
え
る
危
険
を
爆
ぜ
し
め
た
。
こ
の
よ
う
な
危
険
は
、
な
ん
ら
戦
時
行
為

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

と
関
係
な
く
事
故
を
生
ぜ
し
あ
た
場
合
、
一
切
の
過
失
と
か
か
わ
り
な
く
国
の
責
任
を
生
ぜ
し
め
る
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
。
」

　
こ
の
判
示
に
お
い
て
、
無
過
失
責
任
を
理
由
づ
け
る
た
め
に
「
異
常
な
危
険
」
の
観
念
が
明
示
的
に
用
い
ら
れ
た
点
が
、
行
政
判
例
の
発
展

の
う
え
で
重
要
な
意
味
を
も
つ
の
で
あ
る
が
、
他
方
、
本
件
で
は
、
　
公
的
施
設
と
の
相
隣
関
係
よ
り
生
ず
る
例
外
的
危
険
、
弾
薬
を
ス

ト
ッ
ク
す
る
行
政
の
特
権
、
軍
事
目
的
と
い
う
公
役
務
の
必
要
が
存
在
し
た
点
に
お
い
て
、
ま
さ
に
公
土
木
（
物
）
の
無
過
失
責
任
を
根

拠
づ
け
る
要
素
が
そ
な
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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か
く
て
、
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
に
お
け
る
無
過
失
責
任
の
法
理
は
、
そ
の
成
立
の
渕
源
を
公
土
木
（
物
）
責
任
に
有
す
る
か
ぎ
り
に
お
い

て
、
不
法
行
為
理
論
発
展
の
結
果
で
は
な
く
、
ほ
ん
ら
い
「
公
法
的
補
償
」
の
変
形
、
あ
る
い
は
む
し
ろ
そ
の
適
用
な
い
し
延
長
で
あ
っ

た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

②
　
公
土
木
（
物
）
責
任
の
成
立
に
つ
い
て
、
過
失
の
存
否
を
不
問
に
附
す
こ
と
は
、
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
公
法
理
論
に
と
っ
て
、
行

政
の
過
失
を
認
定
す
る
必
要
を
回
避
す
る
た
あ
の
一
つ
の
便
法
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。
公
権
力
無
責
任
の
理
論
を
支
持
し
て
い
た
ラ
フ
ェ
リ

エ
ー
ル
が
公
土
木
（
物
）
に
よ
る
人
的
損
害
を
、
恒
久
的
損
害
と
同
様
に
扱
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
意
図
が
あ
っ
た
の
か

も
知
れ
な
い
。

　
し
か
し
、
行
政
に
お
け
る
公
権
力
の
恣
意
が
原
理
的
に
否
定
さ
れ
、
公
役
務
の
組
織
と
執
行
が
行
政
あ
る
い
は
統
治
者
（
α
q
o
ロ
＜
o
ヨ
9
。
一

づ
富
）
の
義
務
と
さ
れ
る
二
〇
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
公
法
理
論
に
お
い
て
は
、
　
無
過
失
に
よ
る
行
政
責
任
が
全
く
別
個
の
意
味
を
与
え
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。

　
た
と
え
ば
、
私
企
業
に
つ
い
て
危
険
責
任
の
法
理
が
適
用
さ
れ
る
場
合
と
比
べ
て
み
よ
う
。
私
企
業
の
場
合
は
、
そ
の
企
業
活
動
が
い

か
に
社
会
的
必
要
度
の
高
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
者
が
当
該
企
業
を
経
営
す
る
か
ど
う
か
は
、
当
事
者
の
自
由
な
決
定
に
ゆ
だ
ね
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
限
り
で
は
、
当
該
企
業
よ
り
生
ず
る
損
害
に
つ
い
て
危
険
責
任
を
み
と
め
る
場
合
に
も
な
お
、
社
会
的
非
難
n
違
法
性

の
観
念
を
い
れ
る
余
地
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
私
人
の
無
過
失
責
任
を
不
法
行
為
法
の
枠
内
で
体
系
化
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
が
、
行
政
が
一
定
め
公
土
木
（
物
）
の
役
務
を
担
当
す
る
場
合
、
事
情
は
若
干
こ
れ
と
異
な
る
。
そ
の
公
土
木
を
行
う
か
否
か

は
、
社
会
的
必
要
に
も
と
づ
い
て
決
定
さ
れ
、
行
政
は
そ
の
執
行
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
く
に
私
的
活
動
を
も
っ
て
は
、
そ

の
社
会
的
必
要
を
満
足
せ
し
め
え
な
い
場
合
に
、
行
政
の
介
入
が
要
請
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
行
政
が
公
役
務
を
執
行
す
る

こ
と
、
そ
れ
に
不
可
避
的
に
と
も
な
う
一
定
の
危
険
を
生
ぜ
し
め
る
こ
と
自
体
は
、
　
私
人
の
場
合
と
ζ
と
な
り
、
・
な
ん
ら
非
難
の
対
象
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と
、
な
り
え
な
い
ζ
と
に
な
る
◇
か
く
て
、
再
公
役
務
の
理
論
に
も
と
つ
い
・
て
発
展
し
た
二
〇
世
紀
フ
ラ
シ
ス
公
法
に
お
い
、
て
も
、
無
遇
牛
責

論
任
の
法
理
と
不
法
行
為
法
の
体
系
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
と
お
も
わ
れ
る
。
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事
案
は
、
パ
リ
北
郊
の
要
塞
に
格
納
さ
れ
た
弾
薬
の
爆
発
事
故
で
あ
る
。
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